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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成に関する要件、手順およびトラブルシューティングを説明します。


対象読者

このマニュアルは、初めてOracle Fusion Middlewareをインストールし、ユーザーおよびグループの作成、グループへのユーザーの追加、Oracle Fusion Middlewareをインストールするコンピュータへのオペレーティング・システム・パッチのインストールなど、システム管理業務を行っているユーザーを対象にしています。UNIXシステムにインストールするユーザーは、スクリプトを実行するためにrootアクセスが必要です。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1のドキュメント・ライブラリにある次のマニュアルを参照してください。これらのマニュアルの情報は、Oracle Fusion Middlewareを初めて使用する場合に役立ちます。

	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』。このマニュアルには、Oracle Fusion Middleware製品をインストールする前に読んでおく必要がある有用な情報が含まれています。


	
『Oracle Fusion Middlewareコンセプト』。このマニュアルでは、Oracle Fusion Middleware環境での一般的な用語や概念を説明します。


	
Oracle Fusion Middleware管理者ガイドこのマニュアルでは、インストールおよび構成が完了した後に、Oracle Fusion Middleware環境を管理するための情報を説明します。


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』。このマニュアルでは、より安全な環境を作成するために、このリリースのOracle Forms and Reportsとともに使用可能なOracle Identity and Access Managementのインストールおよび構成に関する情報を説明します。




また、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsアップグレード・ガイド』では、旧バージョンのOracle Forms and Reportsを最新バージョンにアップグレードする方法を説明します。このマニュアルは、Oracle Fusion Middleware 11g リリース2のドキュメント・ライブラリにあります。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。












 
1 インストールおよび構成の概要

この章では、Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の概要を説明します。

次のトピックを取り扱います:

	
1.1項「Oracle Forms and Reportsのコンポーネント」


	
1.2項「Oracle Forms and Reportsのインストール・タイプの理解」


	
1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」


	
1.4項「アイデンティティ管理を使用したOracle Forms and Reportsの保護」


	
1.5項「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成ロードマップ」


	
1.6項「Oracle Forms and Reportsのトポロジ・サマリー」






1.1 Oracle Forms and Reportsのコンポーネント

インストールおよび構成可能なコンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Forms

Oracle Formsは、Oracle Fusion Middlewareのコンポーネントで、Formsアプリケーションの開発およびデプロイに使用します。Formsアプリケーションは、効率的かつ密接に連結してOracle Databaseにアクセスするためのユーザー・インタフェースを提供します。このアプリケーションをJavaとWebのサービスに統合して、サービス指向アーキテクチャ(SOA)を活用できます。

Oracle Formsは、次によって構成されます。

	
Oracle Forms Builder: Formsアプリケーションの開発とコンパイルに使用します。


	
Oracle Forms Server: アプリケーションのデプロイに使用するサーバー・コンポーネントです。




インストール中に、Oracle Forms Serverのみをインストールするか、Oracle Forms ServerとOracle Forms Builderの両方をインストールするかを選択できます(Oracle Forms BuilderはOracle Forms Serverがないとインストールできません)。


	
Oracle Reports

Oracle Reportsにより、企業はスケーラブルかつセキュアな環境で組織内外のすべてのレベルの情報に即座にアクセスできます。Oracle Reportsを使用すると、あらゆるデータ・ソース(Oracle Database、JDBC、XML、テキスト・ファイルなど)に対して高度なWebレポートやペーパー・レポートを迅速に開発してデプロイできます。JSPやXMLなどのJ2EEテクノロジを活用し、スケーラブルかつ効率的な方法でレポートをあらゆる対象(電子メール、Webブラウザ、Oracle Portal、ファイル・システムなど)へ様々なフォーマット(HTML、XML, PDF、スプレッドシート、区切り記号付きテキスト、PostScript、RTFなど)で公開できます。

Oracle Reportsは、次によって構成されます。

	
Oracle Reports Builder: アプリケーションの開発とコンパイルに使用します。


	
Oracle Reports Server: アプリケーションのデプロイに使用するサーバー・コンポーネントです。




インストール中に、Oracle Reports Serverのみをインストールするか、Oracle Reports ServerとOracle Reports Builderの両方をインストールするかを選択できます(Oracle Reports BuilderはOracle Reports Serverがないとインストールできません)。




Oracle Forms and Reportsに加え、Oracle Enterprise ManagerおよびOracle HTTP Serverも含まれていて、選択すればインストールおよび構成も可能です。そのためには、「構成タイプ」画面で「デプロイメント用の構成」オプションを選択する必要があります。詳細は、1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」を参照してください。






1.2 Oracle Forms and Reportsのインストール・タイプの理解

開始する前に、Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成に、どちらのインストール・タイプを使用するかを決める必要があります。Oracle Forms and Reportsのインストーラには、次のインストール・オプションがあります。

	
インストールと構成

このオプションでは、Oracleホーム・ディレクトリに製品のバイナリ・ファイルがインストールされ、Oracleインスタンス・ディレクトリに作業用インスタンスが作成および構成されます。また、共通製品バイナリがoracle_commonディレクトリにコピーされます。

インストールおよび構成プロセス中にOracle Enterprise Managerをインストールおよび構成することを選択した場合は、インストールおよび構成の完了後に、管理コンソールまたはEnterprise Managerを使用して製品の管理を開始できます。


	
ソフトウェアのインストール - 構成なし

このオプションでは、ソフトウェア・バイナリのみがOracleホーム・ディレクトリにインストールされ、共通製品バイナリがoracle_commonディレクトリにコピーされます。その後、Oracleホーム内のbinディレクトリから構成ツールを手動で実行して、コンポーネントを構成してから使用する必要があります。このオプションは、通常、共通ディスクを共有するソフトウェアの複数のインスタンスを簡単に作成する場合や、ソフトウェアをインストールし、ソフトウェアの構成前にインストールに対してパッチセットをすぐに適用する場合に使用されます。




各インストール・タイプで表示される画面および入力が要求される情報の詳細は、A.1項「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート」を参照してください。






1.3 Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解

開始する前に、Oracle Forms and Reportsの構成に、どちらの構成タイプを使用するかを決める必要があります。Oracle Forms and Reportsのインストーラには、次の2つの構成タイプがあります。

	
デプロイメント用の構成

このオプションでは、1.1項「Oracle Forms and Reportsのコンポーネント」に記載されているとおり、新しいWebLogic Serverドメインを作成し、ドメインを拡張またはクラスタを開くことによって、すべてのコンポーネントのインストールおよび構成が可能です。

さらに、このオプションでは、アイデンティティ管理を使用してOracle Forms and Reportsインストールを保護することもできます(1.4項「アイデンティティ管理を使用したOracle Forms and Reportsの保護」を参照)。


	
開発用の構成

このオプションでは、Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerを除いて、1.1項「Oracle Forms and Reportsのコンポーネント」に記載されているとおり、すべてのコンポーネントのインストールおよび構成が可能です。また、このオプションではドメインの作成のみが可能なため、ドメインの拡張やクラスタを開くオプションは使用できません。

このオプションは、本番環境ではなく、開発環境でのみ使用してください。




インストールしたインスタンスで1つの構成モードを選択し、後にその同じインスタンスを別のモードで使用する場合は、新しいインスタンスおよびドメインを目的のモードで構成する必要があります。1つの構成環境から別の環境へのインスタンスの移行はサポートしていません。

1つのマシン上に複数の構成をインストールすることを選択した場合(たとえば、開発とデプロイメントの両方のインスタンスをインストールする場合)、各インスタンスは独自に別のドメインに構成される必要があります。




	
注意:

複数のOracleホーム・ディレクトリのある環境では、システムで使用されるポートがすべて記録されることで競合が防止されるため、staticports.iniファイルを使用することをお薦めします。

staticports.iniファイルを使用するには、インストールおよび構成時に「ポートの構成」画面で「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。









各構成タイプで表示される画面および入力が要求される情報の詳細は、A.1項「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート」を参照してください。






1.4 アイデンティティ管理を使用したOracle Forms and Reportsの保護

Oracle Forms and ReportsのインストールをIdentity Management層によって保護する場合は、次のいずれかを選択する必要があります。

	
1.4.1項「Oracle Access Manager 11gを使用したOracle Forms and Reportsの保護」


	
1.4.2項「既存のOracle Single Sign-On 10gを使用したOracle Forms and Reportsの保護」


	
1.4.3項「Oracle Forms and Reportsとアイデンティティ管理の統合」







	
注意:

Oracle Forms and Reportsインストールは、コンポーネントをデプロイメント・モードで構成した場合にのみ、アイデンティティ管理を使用して保護できます(1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」参照)。











1.4.1 Oracle Access Manager 11gを使用したOracle Forms and Reportsの保護

Oracle Forms and Reportsのこのリリースでは、Oracle Access Manager 11gリリース1 (11.1.1.5.0)および11gリリース2 (11.1.2)を使用するOracle Internet Directory 11g (11.1.1)がサポートされています。

Oracle Access Managerを使用するOracle Internet Directoryをインストールして構成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle Identity and Access Managementをインストールします。

11gリリース1 (11.1.1.5.0)をインストールする場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity and Access Management (11.1.1.5.0)のインストールに関する項を参照してください。

11gリリース2 (11.1.2)をインストールする場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity and Access Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity and Access Management (11.1.2)のインストールと構成に関する項を参照してください。


	
Oracle Access Manager用にWebLogic Serverドメインを構成します。

11gリリース1 (11.1.1.5.0)の場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Access Managerの構成に関する項を参照してください。

11gリリース2 (11.1.2)の場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity and Access Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity and Access Management (11.1.2)製品の構成に関する項を参照してください。


	
Oracle Access ManagerをOracle Internet Directoryと統合します。

11gリリース1 (11.1.1.5.0)の場合は、付録D「Oracle Internet DirectoryとOracle Access Managerの統合」を参照してください。

11gリリース2 (11.1.2)の場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Management Suite統合ガイド』のOracle Internet DirectoryとAccess Managerの統合に関する項を参照してください。




既存のOracle Single Sign-Onを使用するOracle Internet Directoryが存在する場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsアップグレード・ガイド』に従って、Oracle Access Managerを使用するOracle Internet Directoryにアップグレードできます。






1.4.2 既存のOracle Single Sign-On 10gを使用したOracle Forms and Reportsの保護

Oracle Forms and Reportsは、Oracle Single Sign-On (SSO) 10gを使用する既存のOracle Internet Directory (OID)によって保護できます。サポートされている組合せでOracle Internet Directory 10gを使用している場合は、既存のアーキテクチャをそのまま使用することも、最新の11g リリースにアップグレードすることもできます。いずれの場合も、Oracle Internet DirectoryおよびSingle Sign-On構成を含むOracle HTTP Serverを構成できます。

Oracle Internet DirectoryとOracle Single Sign-Onのサポートされている組合せを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにある、11gリリース2 (11.1.2)の動作保証ドキュメントを参照してください。






1.4.3 Oracle Forms and Reportsとアイデンティティ管理の統合

Oracle HTTP Serverインスタンスが構成されると、Oracle Internet Directory/Oracle Single Sign-On 10gまたはOracle Internet Directory/Oracle Access Manager 11gに自動的に統合されます。ただし、Oracle Forms and Reportsには追加の手順やデプロイするアプリケーションがあるため、Oracle Forms and Reportsは自動的には構成されません。詳細は、次の情報を参照してください:

	
『Oracle Fusion Middleware Forms Servicesデプロイメント・ガイド』のForms ServicesとOracle Single Sign-Onの併用に関する項。


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Reports ServicesレポートWeb公開ガイド』のOracleAS Single Sign-Onの構成および管理に関する項。











1.5 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成ロードマップ

図1-1に、一般的なOracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の流れを示します。


図1-1 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成フローチャート

[image: 図1-1の説明が続きます]





表1-1に、フローチャートの各タスクに関する追加情報と関連するドキュメントへのリンクを示します。


表1-1 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成フローチャートのタスク

	タスク	説明	オプション	参照
	
システムの環境を確認します。

	
システム環境がOracle Fusion MiddlewareおよびOracle Forms and Reportsの一般的なインストール要件を満たしていることを確認します。

	
いいえ

	
2.1項「インストールの準備」に記載されている情報すべてに目を通してください。


	
インストール・タイプを選択します。

	
ソフトウェアのインストールと構成をインストーラにさせるか、先にインストールして後で構成するかを決めます。

	
いいえ

	
インストール・タイプの詳細は、1.2項「Oracle Forms and Reportsのインストール・タイプの理解」を参照してください。


	
構成タイプを選択します。

	
Oracle Forms and Reportsをデプロイメントと開発環境のどちらで構成するかを決めます。

	
いいえ

	
インストール・タイプの詳細は、1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」を参照してください。


	
Identity Managementを使用するかどうか。

	
Oracle Forms and ReportsをIdentity Management層によって保護する場合は、Oracle Internet Directoryを起動および実行し、Oracle Access Manager 11gまたは既存のOracle Single Sign-On 10gと連携させる必要があります。

インストール時に、デプロイメント構成モードを選択し、Oracle HTTP Serverのインストールを選択してください。

	
はい

	
Oracle Access Manager 11gを使用するOracle Internet Directoryのインストールの詳細は、1.4.1項「Oracle Access Manager 11gを使用したOracle Forms and Reportsの保護」を参照してください。

Oracle Single Sign-On 10gを使用するOracle Internet Directoryのインストールの詳細は、1.4.2項「既存のOracle Single Sign-On 10gを使用したOracle Forms and Reportsの保護」を参照してください。


	
ソフトウェアを入手します。

	
Oracle Forms and Reportsをインストールおよび構成するために必要なソフトウェアをすべて入手します。

	
いいえ

	
Oracle Forms and Reportsのインストールに必要なソフトウェアを確認するには、2.1.5項「Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手」を参照してください。

ダウンロードするソフトウェアおよびソフトウェアの入手場所の詳細は、Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEの各ファイルを参照してください。


	
Oracle WebLogic Serverをインストールし、Middlewareホームを作成します。

	
Oracle Forms and Reportsでは、インストールにMiddlewareホーム・ディレクトリが、構成時にWebLogic Serverドメインが必要です。Middlewareホーム(およびWebLogicホーム)は、Oracle WebLogic Serverのインストール時に作成されます。

	
いいえ

	
Oracle WebLogic Serverの特定のバージョンのみがサポートされています。Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにある、Oracle Fusion Middlewareの動作保証ドキュメントを確認してください。

インストール手順は、2.2項「Oracle WebLogic Serverのインストール」を参照してください。

MiddlewareホームおよびWebLogicのホーム・ディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のMiddlewareおよびWebLogicのホーム・ディレクトリに関する項を参照してください。


	
Oracle Forms and Reportsのインストーラを起動します。

	
Oracle Forms and Reportsのインストーラを起動し、ソフトウェアをインストールします。

	
いいえ

	
最初に、次の項を読み理解します。

	
1.2項「Oracle Forms and Reportsのインストール・タイプの理解」


	
1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」




開始準備が整ったら、2.4.2項「Oracle Forms and Reportsのインストーラの起動」を参照します。


	
Oracle Forms and Reportsをインストールし構成します。

	
インストール時に、インストーラにコンポーネントを構成させるかどうかを選択できます。ソフトウェアはインストールするがコンポーネントは構成しないことを選択した場合は、後で構成ツールを実行してコンポーネントを構成する必要があります。

	
いいえ

	
Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成を同時に行う場合は、2.4.5項「インストール画面および手順の理解」の手順に従います。

インストール時にOracle Forms and Reportsを構成しない場合は、ソフトウェアのインストール後に構成ツールを実行する必要があります。2.4.6項「Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行」の手順に従います。


	
環境を確認します。

	
インストールおよび構成が成功したことを確認します。

	
いいえ

	
詳細は、第3章「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の確認」を参照してください。












1.6 Oracle Forms and Reportsのトポロジ・サマリー

図1-2に、すべてデフォルト値を使用し、デプロイメント用に単一ホスト上に構成されたOracle Forms and Reportsインストールのディレクトリ構造を示します。


図1-2 Oracle Forms and Reportsのインストールのディレクトリ構造 - デプロイメント構成モード

[image: 図1-2の説明が続きます]





Oracle Forms and Reportsをデプロイメント用ではなく開発用の構成でインストールすることを選択した場合は、トポロジは多少異なります。Oracle Enterprise ManagerおよびOracle HTTP Serverはインストールされておらず、管理対象サーバーも作成されていないため、図1-3に示すとおり、製品は管理サーバーに直接デプロイされます。


図1-3 Oracle Forms and Reportsのインストールのディレクトリ構造 - 開発構成モード

[image: 図1-3の説明が続きます]












2 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成

この章では、Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の方法について説明します。

次のトピックを取り扱います:

	
2.1項「インストールの準備」


	
2.2項「Oracle WebLogic Serverのインストール」


	
2.3項「Oracle Identity and Access Managementのインストール」


	
2.4項「Oracle Forms and Reportsのインストール」






2.1 インストールの準備

開始する前にこの項をよく読み、Oracle Forms and Reportsをインストールする前に、現在の環境やその他のソフトウェアの要件を満たしていることを確認してください。

	
2.1.1項「システム要件と仕様の確認」


	
2.1.2項「動作保証情報の確認」


	
2.1.3項「相互運用性と互換性の確認」


	
2.1.4項「Oracle Fusion Middlewareのコンセプトの理解」


	
2.1.5項「Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手」


	
2.1.6項「別個のサーバーへのOracle FormsおよびOracle Reportsのインストール」


	
2.1.7項「新規MiddlewareホームへのOracle Forms and Reportsのインストール」


	
2.1.8項「非デフォルト・ユーザーとしてのOracle Forms and Reportsのインストール」






2.1.1 システム要件と仕様の確認

インストールを実行する前に、システム要件のドキュメントをよく読み、現在の環境がこれからインストールを行う製品の最小インストール要件を満たしていることを確認する必要があります。

システム要件ドキュメントには、ハードウェアおよびソフトウェア要件、データベース・スキーマ要件、最小のディスク領域とメモリー要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどに関する情報が記載されています。このドキュメントは、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ページにあります。






2.1.2 動作保証情報の確認

アップグレードまたはインストールを実行する前に、該当するリリースのOracle Fusion Middlewareの動作保証ドキュメントに目を通してください。このドキュメントには、サポートされる32ビットおよび64ビット・オペレーティング・システム、データベース、Oracle WebLogic Server、Webサーバー、LDAPサーバー、アダプタ、IPv6、JDKおよびサード・パーティ製品の動作保証に関する情報が記載されています。このドキュメントは、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにあります。






2.1.3 相互運用性と互換性の確認

アップグレードまたはインストールを行う前に、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reports相互運用および互換性ガイド』を参照してください。Oracle Fusion Middleware製品が旧バージョンの他のOracle Fusion Middleware、Oracleまたはサード・パーティ製品と機能するために重要な情報がこのマニュアルに記載されています。この情報は、既存の環境をアップグレードする既存ユーザーと新しいOracle Fusion Middlewareユーザーの両方に適用されます。




	
注意:

『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reports相互運用および互換性ガイド』は、11gリリース1のドキュメント・ライブラリにあります。11gリリース2 (11.1.2)のドキュメント・ライブラリにはありません。ただし、このガイドで説明している概念は両方のリリースに適用されます。














2.1.4 Oracle Fusion Middlewareのコンセプトの理解

Oracle Fusion Middlewareを初めて使用する場合は、「Oracle Fusion Middlewareの概念」に目を通して、これから目にする概念や用語のいくつかに慣れておいてください。




	
注意:

このドキュメントは11gリリース1のドキュメント・ライブラリから入手できます。11gリリース2 (11.1.2)のドキュメント・ライブラリにはありません。ただし、このガイドで説明している概念は両方のリリースに適用されます。














2.1.5 Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手

具体的なニーズに応じて、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアを入手できる場所は複数あります。詳細は、「Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADME」ページにある、特定のリリースのREADMEファイルを参照してください。

Oracle Forms and Reportsをインストールおよび構成するには、次のソフトウェアをダウンロードする必要があります。

	
Oracle WebLogic Serverの動作保証されたバージョン用のインストーラ。動作保証に関するドキュメント(2.1.2項「動作保証情報の確認」)を参照して、入手するOracle WebLogic Serverのバージョンを決定してください。


	
Oracle Forms and Reportsのインストーラ。

32ビット版のOracle Forms and Reportsを64ビットのWindowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ドキュメントで、32ビットOracle Forms and Reportsの64ビットWindowsオペレーティング・システムへのインストールに関する項を参照してください。


	
Oracle Forms and Reportsのインストールをアイデンティティ管理を使用して保護する場合は、Oracle Internet Directory with Oracle Access Managementもダウンロードできます。




各製品のインストーラ起動時に必要になるため、各インストーラをダウンロードしたディレクトリを書き留めておきます。






2.1.6 別個のサーバーへのOracle FormsおよびOracle Reportsのインストール

Oracle FormsとOracle Reportsを異なるサーバーにインストールする場合は、これら2つの製品が相互に正しく通信できるように、手動でいくつかの構成を実行する必要があります。

手動の構成手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Reports ServicesレポートWeb公開ガイド』の異なるインスタンスにインストールされたReportsとFormsの間の通信に関する項を参照してください。






2.1.7 新規MiddlewareホームへのOracle Forms and Reportsのインストール

Oracle Forms and ReportsはMiddlewareホーム・ディレクトリ内にインストールされる必要があり、このディレクトリはOracle WebLogic Serverのインストール時に作成されます。

Oracle Forms and Reportsは独自のMiddlewareホーム・ディレクトリにインストールされる必要があり、このディレクトリは他のOracle Fusion Middleware製品とは共有されません。






2.1.8 非デフォルト・ユーザーとしてのOracle Forms and Reportsのインストール

UNIXオペレーティング・システムでは、インストールされたFusion Middleware製品の所有権は既知のユーザー(たとえば、oracle)に属して管理されます。このインストールに関連付けられているファイル関連権限は、可能な最高のレベルのセキュリティが確保されるように構成されます。デフォルトでは700 (すべてのファイルには所有者があり、所有者のみアクセス可能)になります。

デフォルトの権限設定を変更すると、インストールとシステムのセキュリティが脆弱になります。そのため、そのような変更はお薦めしません。特定のファイルや実行可能ファイルへのアクセス権が他のユーザーで必要な場合、ファイル関連権限を変更するかわりに、UNIXの sudo コマンド(または類似のコマンド)を検討してください。

さらにサポートが必要な場合は、ご使用のUNIXオペレーティング・システムに付属している管理者ガイドを参照するか、オペレーティング・システムのベンダーに問い合せてください。

Windowsオペレーティング・システムの場合、ユーザーは、WindowsのAdminグループのメンバーである必要があります。これにより、インストール後に、Buildersを含む、プロセスの起動および停止に必要な適切な権限がユーザーに与えられます。








2.2 Oracle WebLogic Serverのインストール

Oracle Forms and Reportsでは、インストール時にMiddlewareホーム・ディレクトリを作成するOracle WebLogic Serverが必要です。この項の内容は次のとおりです。

	
2.2.1項「Oracle Reports用のMiddlewareホームの場所の計画(Windowsのみ)」


	
2.2.2項「オペレーティング・システムに対応した正しいインストーラのダウンロード」


	
2.2.3項「Oracle WebLogic Serverインストール手順の検索」


	
2.2.4項「Oracle Forms and Reportsのインストール前のノード・マネージャの停止(Windowsのみ)」




該当するリリースのOracle Fusion Middlewareの動作保証に関するドキュメントを読み、必要なOracle WebLogic Serverの最小バージョンを判断してください。このドキュメントは、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにあります。



2.2.1 Oracle Reports用のMiddlewareホームの場所の計画(Windowsのみ)

Oracle ReportsをWindowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、Middlewareホーム・ディレクトリへのパスの文字数が規定の範囲内であることを確認します。詳細は、F.3項「Oracle Reports用の環境変数の長さの確認(Windowsのみ)」を参照してください。






2.2.2 オペレーティング・システムに対応した正しいインストーラのダウンロード

Oracle WebLogic Serverインストーラの入手先は、2.1.5項「Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手」を参照してください。






2.2.3 Oracle WebLogic Serverインストール手順の検索

Oracle WebLogic Serverのインストール手順は、Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドのインストール・プログラムのグラフィック・モードでの実行に関する項を参照してください。Middlewareホーム・ディレクトリを作成するためにWebLogic Serverのインストールは完了している必要がありますが、WebLogic Serverドメインは、Oracle Forms and ReportsのインストーラでOracle Forms and Reports製品用に作成されるため、作成する必要はありません。

Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、Oracle WebLogic Serverのインストール完了後に、2.2.4項「Oracle Forms and Reportsのインストール前のノード・マネージャの停止(Windowsのみ)」に目を通してください。






2.2.4 Oracle Forms and Reportsのインストール前のノード・マネージャの停止(Windowsのみ)

Oracle Forms and ReportsをMicrosoft Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、インストールの開始前に、Oracle WebLogic Serverでインストールされたノード・マネージャ・ユーティリティが停止していることを確認する必要があります。

	
Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャ・ユーティリティが停止していることを確認します。実行中の場合は、プロセスを中断します。


	
WebLogic_Home\common\nodemanagerディレクトリにnodemanager.propertiesファイルがあるかどうかを確認します。

	
nodemanager.propertiesファイルが存在しない場合は、Oracle Forms and Reportsのインストールを続行します。


	
nodemanager.propertiesファイルが存在する場合は、そのファイルを開き、ListenPortパラメータが含まれていて、値が設定されていることを確認します。ListenPortパラメータが含まれていないか、設定されていない場合は、次のようにnodemanager.propertiesファイルを編集して、NODE_MANAGER_LISTEN_PORTがノード・マネージャのリスニング対象となるポートを示すようにします(5556など)。


ListenPort=NODE_MANAGER_LISTEN_PORT














2.3 Oracle Identity and Access Managementのインストール

Oracle Forms and Reportsインストールは、アイデンティティ管理を使用して保護できます(1.4項「アイデンティティ管理を使用したOracle Forms and Reportsの保護」を参照)。Oracle Forms and ReportsをOracle Internet DirectoryおよびOracle Access Managerを使用して保護することを選択した場合で、これらの製品がまだない場合は、ダウンロードしてインストールする必要があります。

Oracle Identity and Access Managementは、Oracle Forms and Reportsインストールとは異なるMiddlewareホーム・ディレクトリにインストールする必要があります(2.1.7項「新規MiddlewareホームへのOracle Forms and Reportsのインストール」を参照)。パフォーマンス上の理由から、Oracle Forms and ReportsはOracle Identity Management製品とは別のマシンにインストールすることをお薦めします。

Oracle Identity and Access Managementのインストール手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity and Access Management (11.1.1.5.0)のインストールに関する項を参照してください。






2.4 Oracle Forms and Reportsのインストール

この項では、Oracle Forms and Reportsのインストールに関する情報と手順を説明します。次のトピックを取り扱います:

	
2.4.1項「IBM AIXオペレーティング・システムでのrootpre.shスクリプトの実行」


	
2.4.2項「Oracle Forms and Reportsのインストーラの起動」


	
2.4.3項「インストール・ログ・ファイルの表示」


	
2.4.4項「Oracleインベントリの構成(UNIXのみ)」


	
2.4.5項「インストール画面および手順の理解」


	
2.4.6項「Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行」






2.4.1 IBM AIXオペレーティング・システムでのrootpre.shスクリプトの実行

IBM AIXオペレーティング・システムにインストールする場合は、インストーラを起動する前に、rootユーザーでDisk1ディレクトリからrootpre.shスクリプトを実行する必要があります。rootpre.shスクリプトをシステムで1度だけ実行し、Oracle DatabaseまたはOracle Fusion Middlewareで必要な正しいカーネル拡張機能をロードしてください。

IBM AIX上でインストーラが起動すると、次のメッセージが表示されます。


 Answer 'y' if root has run 'rootpre.sh' so you can proceed with Oracle installation.
  Answer 'n' to abort installation and then ask root to run 'rootpre.sh'.
 
  Has 'rootpre.sh' been run by root? [y/n] (n)
 
  Answer 'y', if root has run 'rootpre.sh' so that you can proceed with Oracle installation.
  Answer 'n', to abort installation and then ask root to run 'rootpre.sh'.


以前にrootpre.shを実行したことのあるシステムでこのメッセージをスキップするには、SKIP_ROOTPRE環境変数をTRUEに設定します。






2.4.2 Oracle Forms and Reportsのインストーラの起動

インストーラを起動するには、Oracle Forms and Reportsのインストーラをダウンロードし、アーカイブ・ファイルを解凍したディレクトリに移動します。Disk1ディレクトリに切り替えます。

Windowsオペレーティング・システムでは、Disk1ディレクトリのsetup.exeファイルをダブルクリックします。

UNIXオペレーティング・システムでは、次のようにrunInstallerコマンドを使用します。


cd unpacked_archive_directory/Disk1
./runInstaller






2.4.3 インストール・ログ・ファイルの表示

インストーラによって、Oracle_Inventory_Location/logディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが書き込まれます。ログ・ファイルとその内容の詳細は、F.2.1項「インストール・ログ・ファイル」を参照してください。






2.4.4 Oracleインベントリの構成(UNIXのみ)

UNIXオペレーティング・システムにインストールする場合で、Oracle Universal InstallerによるOracle製品のインストールをそのシステム上で初めて行う場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を尋ねられます。これは、インストーラがサブディレクトリを設定し、このシステムにインストールされている各Oracle製品のインベントリ・データを保持する場所です。

表2-1のインベントリの画面を使用して、インベントリ・ディレクトリおよびグループ情報を構成します。ヘルプを参照する場合は、表で画面の名前を選択するか、GUIで「ヘルプ」ボタンをクリックします。


表2-1 インベントリ・ディレクトリおよびグループの画面

	画面	説明
	
インベントリ・ディレクトリの指定


	
Oracleインベントリ・ディレクトリとそのディレクトリのグループ権限を指定します。グループには、Oracleインベントリ・ディレクトリへの書込み権限を指定する必要があります。


	
インベントリの場所の確認


	
createCentralInventory.shスクリプトをrootで実行します。








Oracle中央インベントリを使用しない場合は、oraInst.locというファイルを作成して、このファイルに選択したインベントリ・ディレクトリのフル・パスを含めます。たとえば、標準的なoraInst.locファイルには次が含まれます。


inventory_loc=/home/username/oraInventory
inst_group=group


次に、インストーラを起動してoraInst.locファイルを指定できます。次に例を示します。


./runInstaller -invPtrLoc location_of_oraInst.loc_file






2.4.5 インストール画面および手順の理解

表2-2の手順に従って、Oracle Forms and Reportsをインストールおよび構成します。




	
注意:

「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合は、このフローチャートの手順に従ってソフトウェアをインストールし、次に2.4.6項「Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行」の手順に従ってコンポーネントを構成します。









画面に関して詳細情報が必要な場合は、表2-2の「画面」列の画面名をクリックするか、画面上の「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。

画面が表示される順序が記載されているフローチャートは、A.1項「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート」にもあります。


表2-2 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明
	
ようこそ


	
毎回

	
このページからOracle Fusion Middlewareのインストーラが開始します。


	
ソフトウェアの更新


	
毎回

	
ソフトウェア更新の入手に使用する方法を選択するか、更新しない場合は「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。

更新が見つかった場合、インストーラは、この時点で更新の適用を自動的に試みるため、インストールの実行に使用しているサーバーがインターネットに接続されていることを確認してください。

一部の更新ではインストーラの再起動が必要になりますが、その場合、次回は「ソフトウェアの更新」画面は表示されません。


	
インストール・タイプ


	
毎回

	
使用するインストール・タイプを選択します。

「ソフトウェアのインストール - 構成なし」タイプを選択した場合は、この表の手順に従ってソフトウェアをインストールできますが、「この画面が表示されるタイミング」列に「常時」と記載されている画面のみが表示されます。インストールが完了したら、2.4.6項「Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行」の記載に従って、構成ツールを実行してコンポーネントを構成する必要があります。


	
前提条件のチェック


	
毎回

	
必要なすべての前提条件をシステムが満たしていることを確認します。


	
インストールの場所


	
毎回

	
次のインストール・ディレクトリを指定します。

	
Middlewareホーム


	
Oracleホーム


	
WebLogic Serverホーム


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名




「インストール・タイプ」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択した場合は、MiddlewareホームとOracleホームの場所の入力のみが求められます。


	
構成タイプ


	
「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。

	
コンポーネントをデプロイメント用(Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerを含む)に構成するか開発用(Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerを含まない)に構成するかを指定します。

詳細は、1.3項「Oracle Forms and Reportsの構成タイプの理解」を参照してください。


	
ドメインの選択


	
「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。

	
コンポーネントのドメインを構成する方法を選択します(新規ドメインを作成、既存ドメインを拡張またはクラスタを開きます)。

注意: 拡張または開くことができるのは、このリリース(11gリリース2 - 11.1.2)のOracle Forms and Reportsのインストーラで作成されたドメインまたはクラスタのみです。


	
セキュリティ・アップデート


	
毎回

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートの受信方法を選択します。


	
コンポーネントの構成


	
「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。

	
構成するコンポーネントを選択します。

Oracle Forms BuilderおよびReports Builderは、Oracle Forms ServerおよびReports Serverのそれぞれがないとインストールできません。

「構成タイプ」で「開発用の構成」を選択した場合は、Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerはこの画面に表示されません。


	
ポートの構成


	
「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。

	
ポートの構成に使用する方法を選択します。


	
プロキシ詳細


	
「コンポーネントの構成」で「Oracle Reports」を選択した場合。

	
Oracle Reports Serverの一部の機能は、ファイアウォールを介した情報の送受信をサポートします。これらの機能が適切に動作するためには、Oracle Reports Serverではこの画面のプロキシ情報が必要です。


	
アプリケーション・アイデンティティ・ストア


	
「コンポーネントの構成」で「Oracle HTTP Server」を選択した場合。

	
Oracle Identity Managementを使用してインストールを保護するには、「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択し、Oracle Internet Directoryサーバーに資格証明を指定します。

「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択解除することで、この画面をスキップできます。後でOracle Identity Managementを使用したセキュリティを追加する場合は、『Oracle Fusion Middleware Forms Servicesデプロイメント・ガイド』の情報を参照してください。


	
アクセス制御


	
「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」で「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択した場合。

	
認証に使用する製品を選択します。

	
「Oracle Access Managerを使用」を選択した場合は、Oracle Access Managerサーバーへのログイン資格証明を指定します。


	
「Oracleシングル・サインオンを使用」を選択した場合はその他の資格証明を入力する必要はなく、「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」画面で指定されたログイン資格証明が使用されます。





	
インストール・サマリー


	
毎回

	
この画面の情報を確認し、「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況


	
毎回

	
この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

UNIXオペレーティング・システムにインストールする場合、ORACLE_HOME/oracleRoot.shスクリプトを実行して適切なファイルおよびディレクトリ権限を設定するよう求められる可能性があります。


	
構成の進行状況


	
「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。

	
この画面には、構成の進行状況が表示されます。


	
インストール完了


	
常時

	
「保存」をクリックして、構成情報をファイルに保存します。この情報には、後でアクセスするときに必要となるポート番号、インストール・ディレクトリ、URLおよびコンポーネント名が含まれます。

構成情報を保存したら、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。












2.4.6 Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行

「インストール・タイプ」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合は、インストール後に構成ツールを手動で実行してコンポーネントを構成する必要があります。これにより、次の作業が行われます。

	
既存のWebLogic Serverドメインが存在する場合は、コンポーネントをこの既存ドメインに関連付けることができます。


	
新規にドメインを作成する場合、コンポーネントを新しく作成されたドメインに関連付けることができます。


	
システム・コンポーネント用にOracleインスタンスが作成されます。






2.4.6.1 構成ツールの起動

構成ツールは、Oracleホーム内のbinディレクトリにあります。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


ORACLE_HOME/bin/config.sh


Windowsオペレーティング・システムの場合:


ORACLE_HOME\bin\config.bat





	
注意:

Oracle Forms and Reportsインストーラが実行中でないことを確認します(インストーラと構成ツールの同時実行はサポートされていません)。














2.4.6.2 構成ツールの画面および手順の理解

構成ツールを起動した後、表2-3の手順に従います。

画面に関して詳細情報が必要な場合は、表2-3の「画面」列の画面名をクリックするか、画面上の「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。

画面が表示される順序が記載されているフローチャートは、A.1項「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート」にもあります。


表2-3 Oracle Forms and Reportsの構成ツール画面

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明
	
ようこそ


	
毎回

	
このページからOracle Forms and Reportsの構成ツールが開始します。


	
構成タイプ


	
常時

	
コンポーネントをデプロイメント用(Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerを含む)に構成するか開発用(Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerを含まない)に構成するかを指定します。


	
セキュリティ・アップデート


	
毎回

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートの受信方法を選択します。


	
インストールの場所


	
毎回

	
次のインストール・ディレクトリを指定します。

	
WebLogic Serverホーム


	
Oracleインスタンスの場所


	
Oracleインスタンス名





	
ドメインの選択


	
常時

	
コンポーネントのドメインを構成する方法を選択します(新規ドメインを作成、既存ドメインを拡張またはクラスタを開きます)。

注意: 拡張または開くことができるのは、このリリース(11gリリース2 - 11.1.2)のOracle Forms and Reportsのインストーラで作成されたドメインまたはクラスタのみです。


	
コンポーネントの構成


	
毎回

	
構成するコンポーネントを選択します。

Oracle Forms BuilderおよびReports Builderは、Oracle Forms ServerおよびReports Serverのそれぞれがないとインストールできません。

「構成タイプ」で「開発用の構成」を選択した場合は、Oracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerはこの画面に表示されません。


	
ポートの構成


	
毎回

	
ポートの構成に使用する方法を選択します。


	
プロキシ詳細


	
「コンポーネントの構成」で「Oracle Reports」を選択した場合。

	
Oracle Reports Serverの一部の機能は、ファイアウォールを介した情報の送受信をサポートします。これらの機能が適切に動作するためには、Oracle Reports Serverではこの画面のプロキシ情報が必要です。


	
アプリケーション・アイデンティティ・ストア


	
「コンポーネントの構成」で「Oracle HTTP Server」を選択した場合。

	
Oracle Identity Managementを使用してインストールを保護するには、「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択し、Oracle Internet Directoryサーバーに資格証明を指定します。

「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択解除することで、この画面をスキップできます。後でOracle Identity Managementを使用したセキュリティを追加する場合は、『Oracle Fusion Middleware Forms Servicesデプロイメント・ガイド』の情報を参照してください。


	
アクセス制御


	
「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」で「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択した場合。

	
認証に使用する製品を選択します。

	
「Oracle Access Managerを使用」を選択した場合は、Oracle Access Managerサーバーへのログイン資格証明を指定します。


	
「Oracleシングル・サインオンを使用」を選択した場合はその他の資格証明を入力する必要はなく、「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」画面で指定されたログイン資格証明が使用されます。





	
インストール・サマリー


	
毎回

	
この画面の情報を確認し、「構成」をクリックして構成を開始します。


	
構成の進行状況


	
毎回

	
この画面には、構成の進行状況が表示されます。


	
インストール完了


	
常時

	
「保存」をクリックして、構成情報をファイルに保存します。この情報には、後でアクセスするときに必要となるポート番号、インストール・ディレクトリ、URLおよびコンポーネント名が含まれます。

構成情報を保存したら、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。



















3 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の確認

この章には、Oracle Forms and Reportsのインストールと構成の確認に役立つ情報が含まれています。

インストーラと構成ウィザードの実行が正常に終了したら、次の手順を任意に組み合せて実行し、インストールのステータスを確認できます。

	
3.1項「インストール・ログの確認」


	
3.2項「ドメイン・サーバー・ログの確認」


	
3.3項「インストールされている製品と製品バージョンの確認」


	
3.4項「OPMNのステータスの確認」


	
3.5項「ブラウザのURLの確認」


	
3.6項「基本的な管理タスクの実行」






3.1 インストール・ログの確認

Oracleインベントリ・ディレクトリ内のlogsディレクトリでインストール・ログ・ファイルの有無を確認します。

UNIXオペレーティング・システムでは、Oracleインベントリ・ディレクトリの場所が不明な場合、ORACLE_HOME/oraInst.locファイルで確認できます。

Windowsオペレーティング・システムの場合、インベントリ・ディレクトリの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。64ビットWindowsマシン上で32ビット・インストーラを使用している場合は、インベントリ・ディレクトリはC:\Program Files (x86)\Oracle\Inventory\logsです。

インストール・ログ・ファイルの詳細は、F.2.1項「インストール・ログ・ファイル」を参照してください。






3.2 ドメイン・サーバー・ログの検証

ドメイン・サーバー・ログを確認します。このファイルは、ドメイン・ホーム・ディレクトリ内のserversディレクトリにあります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムの場合は、次のように指定します。


DOMAIN_HOME/servers/server_name


Windowsオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME\servers\server_name






3.3 インストールされている製品と製品バージョンの確認

製品と製品バージョン番号を確認するには、opatch lsinventory -detailコマンドをORACLE_HOME/OPatchディレクトリから実行します。

このコマンドの出力全体については、付録E「opatch lsinventory -detailコマンドの出力」を参照してください。






3.4 OPMNのステータスの確認

インスタンス・ホームの場所にあるINSTANCE_HOME/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはINSTANCE_HOME\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)から、opmnctl statusコマンドを実行します。次に示すのは、UNIXオペレーティング・システムでの出力例です。


> ./opmnctl status

Processes in Instance: asinst_1
---------------------------------+--------------------+---------+---------
ias-component                    | process-type       |     pid | status  
---------------------------------+--------------------+---------+---------
emagent_asinst_1                 | EMAGENT            |   16879 | Alive   
RptSvr_dadvmn0789_asinst_1       | ReportsServerComp~ |   16718 | Alive   
ohs1                             | OHS                |   16325 | Alive 


この情報には、このインストールで構成されたコンポーネントが示されます。「Alive」ステータスはコンポーネントが起動していて実行中であることを示します。

opmnctl status -lコマンドを実行して、コンポーネントで使用されているポートのリストを取得することもできます。次に示すのは、UNIXオペレーティング・システムでの出力例です。


> ./opmnctl status -l

Processes in Instance: asinst_1
---------------------------------+--------------------+---------+----------+------------+----------+-----------+------
ias-component                    | process-type       |     pid | status   |        uid |  memused |    uptime | ports
---------------------------------+--------------------+---------+----------+------------+----------+-----------+------
emagent_asinst_1                 | EMAGENT            |   16879 | Alive    |  447561576 |     4204 |   0:12:11 | N/A
RptSvr_dadvmn0789_asinst_1       | ReportsServerComp~ |   16718 | Alive    |  447561575 |     4204 |   0:12:37 | N/A
ohs1                             | OHS                |   16325 | Alive    |  447561574 |    48404 |   0:14:22 | https:8889,https:8890,http:8888






3.5 ブラウザURLの確認

「インストール完了」画面には、表3-1に示すように、インストールして構成した製品へのアクセスに使用できるURLが表示されます。


表3-1 Oracle Forms and Reportsの製品URL

	製品またはコンポーネント	URL
	
管理サーバー・コンソール

	
http://host:port/console


	
Enterprise Managerコンソール

	
http://host:port/em


	
EMAgent

	
http://host:port/emd/main


	
Oracle Forms

	
http://host:port/forms/frmservlet


	
Oracle Reports

	
http://host:port/reports/rwservlet








開発モードでインストールした場合は、確認するEnterprise ManagerコンソールまたはEMAgent URLはなく、Oracle Forms and ReportsのURLでは管理サーバー・ポートが使用されます。デプロイメント・モードでは、Enterprise ManagerコンソールおよびEMAgentは管理サーバー・ポートを使用しますが、Oracle Forms and Reportsは、各管理対象サーバーのポートまたはOracle HTTP Serverのポート番号を使用して確認できます。

さらに、Oracle Forms and ReportsがOracle Identity Managementによって保護されている場合は、Oracle Forms and Oracle ReportsのURLにアクセスを試みると、ログイン資格証明の入力が求められます。

この項には、次の確認の追加情報が含まれます。

	
3.5.1項「管理コンソールの確認」


	
3.5.2項「Oracle Fusion Middleware Controlの確認」






3.5.1 管理コンソールの確認

管理コンソールのイメージを次に示します。作成したドメイン名が右上隅に表示され、すぐ後に「接続先」という語句が続いています。

[image: 管理コンソール]

管理コンソールの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの紹介』の管理コンソールの概要に関する項を参照してください。






3.5.2 Oracle Fusion Middleware Controlの確認

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのイメージを次に示します。

[image: Fusion Middleware Control]



FormsおよびReportsの両方をこの画面に表示される様々な方法で確認できます。

Fusion Middleware Controlの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用のスタート・ガイドを参照してください。








3.6 基本的な管理タスクの実行

インストーラおよび構成ツールの実行後に、システムのすべてのコンポーネント、管理サーバーおよび管理対象サーバーは起動し、動作していますが、これらはすべて構成ツールによって自動的に行われます。

サーバーまたはコンポーネントの一部が予期せず停止した場合は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middleware環境の起動に関する項の手順に従って、Oracle Fusion Middleware環境を再起動できます。

Oracle Fusion Middleware環境は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middleware環境の停止に関する項に従って停止することもできます。









4 Oracle Forms and Reportsのアンインストール

この章では、システムからOracle Forms and Reportsを削除する方法について説明します。

ソフトウェアを削除するときは、この章で説明する手順に必ず従ってください。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後で再度ソフトウェアをインストールする際に問題が発生する可能性があります。この章の手順に従うと、ソフトウェアを適切に削除できます。詳細は、4.3項「ソフトウェアの再インストール」を参照してください。




	
注意:

特定の製品コンポーネントを削除する必要がある場合は、そのコンポーネントが含まれているドメイン全体を削除する必要があります。複数の製品が含まれているドメインから単一の製品を削除することはできません。ドメインの削除手順は、4.2.3項「Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの削除」を参照してください。









次のトピックを取り扱います:

	
4.1項「アンインストールの理解」


	
4.2項「ソフトウェアのアンインストール」


	
4.3項「ソフトウェアの再インストール」






4.1 アンインストールの理解

Oracle Forms and Reportsのアンインストーラには、次のソフトウェア削除オプションがあり、記載されている順に行う必要があります。

	
管理対象外ASInstanceのアンインストール

このオプションを選択すると、システム・コンポーネントのインスタンスのうち、WebLogicドメインと関連付けられていないものが削除されます。




	
注意:

すべてのコンポーネントがWebLogic Serverドメインと関連付けられる必要があるため、このオプションはOracle Forms and Reportsには適用されません。










	
Weblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール

このオプションを選択すると、システム・コンポーネントのインスタンスのうち、WebLogicドメインで管理されているものが削除されます。管理対象インスタンスを削除するには、管理サーバーが起動され、実行されている必要があるため、WebLogicドメインにアクセスするために資格証明を指定する必要があります。

インストーラまたは構成ツールを使用してOracle Forms and Reportsコンポーネントを構成した場合は、このオプションを選択してください。


	
Oracleホームのアンインストール

このオプションを選択すると、アンインストーラを起動したOracleホーム以下のすべてのファイルが削除され、そのOracleホーム・ディレクトリを削除するかどうかも選択できます。Oracleホームを削除する前に、システム・コンポーネントのすべての管理対象外および管理対象のインスタンスが削除され、すべてのサーバーが停止していることを確認してください。アンインストーラは、起動したOracleホーム・ディレクトリのみを削除し、関連付けられた管理対象インスタンスは削除しません。

次の場合は、このオプションを選択する必要があります。

	
Oracle Forms and Reportsコンポーネントを構成し、そのコンポーネントの管理対象インスタンスがすべて削除済で、すべてのサーバーが停止していて、Oracleホームからソフトウェアを削除する準備ができている場合。


	
ソフトウェアのみのインストールを実行し、インストールしたソフトウェアを削除する場合。このシナリオでは、Oracle Forms and Reportsコンポーネントが構成されていないので、「Weblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール」オプションを選択する必要がありません(アンインストーラを起動して、直接「Oracleホームのアンインストール」オプションを選択できます)。




Oracle Forms and Reports OracleホームとOracle共通ホームの2つのOracleホーム・ディレクトリを削除する必要があります。各Oracleホームには独自のアンインストーラがあり、各アンインストーラは起動した場所のOracleホームのみを削除するため、Oracleホームごとにアンインストーラを別々に起動する必要があります。




システムからOracle WebLogic Serverも削除する場合は、Oracle WebLogic Serverのアンインストーラを起動して削除する必要があります。手順は、4.2.3項「Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの削除」を参照してください。

図4-1に、その他の関連タスクとともに、これらのアンインストール・オプションを実行する順序を示します(システムに管理対象インスタンスが構成されていると想定しています)。


図4-1 Oracle Forms and Reportsのアンインストール・フローチャート

[image: 図4-1の説明が続きます]





表4-1に、フローチャートに記載されている各タスクに関する追加情報を示します。


表4-1 Oracle Forms and Reportsのアンインストール・タスク

	タスク	説明
	
Oracle Forms and Reportsのアンインストーラを起動します。

	
Oracle Forms and Reportsのアンインストーラを起動し、管理対象インスタンスを削除します。管理対象インスタンスを削除する前に、管理サーバーが起動していることを確認してください。

4.2.1.1項「アンインストーラの起動」および4.2.1.2項「管理対象のOracle Forms and Reportsインスタンスの削除」を参照してください。


	
Oracle Fusion Middlewareを停止します。

	
管理サーバーを停止します。

詳細は、4.2.1.3項「Oracle Fusion Middlewareの停止」を参照してください。


	
Oracle Forms and Reportsのアンインストーラを再起動します。

	
Oracle Forms and Reportsのアンインストーラを再び起動し、Oracle Forms and Reports Oracleホーム・ディレクトリを削除します。

4.2.1.1項「アンインストーラの起動」および4.2.1.4項「Oracle Forms and Reports Oracleホームの削除」を参照してください。


	
Oracle共通ホームでアンインストーラを起動します。

	
Oracle共通ホーム・ディレクトリでアンインストーラを起動し、Oracle共通ホームを削除します。

4.2.1.5項「Oracle共通ホームの削除」を参照してください。


	
Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインを削除します。

	
4.2.3項「Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの削除」を参照してください。


	
オプションのタスクを実行するかどうか。

	
次の各項を参照し、現在の環境に当てはまるかどうかを確認します。

	
4.2.4項「プログラム・グループの削除(Windowsのみ)」


	
4.2.5項「システムの再起動(Windowsのみ)」















4.2 ソフトウェアのアンインストール

この項では、Oracle Forms and Reportsの削除に関する情報と手順を説明します。この手順は、次のとおりです。

	
Oracle Forms and Reportsの削除


	
Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの削除


	
プログラム・グループの削除(Windowsのみ)


	
システムの再起動(Windowsのみ)






4.2.1 Oracle Forms and Reportsの削除

この項の手順に従って、Oracle Forms and Reportsをアンインストールします。

	
アンインストーラの起動


	
管理対象のOracle Forms and Reportsインスタンスの削除


	
Oracle Fusion Middlewareの停止


	
Oracle Forms and Reports Oracleホームの削除


	
Oracle共通ホームの削除






4.2.1.1 アンインストーラの起動

ORACLE_HOME/oui/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはORACLE_HOME\oui\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に移動して、アンインストーラを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./runInstaller.sh -deinstall


Windowsオペレーティング・システムの場合:


setup.exe -deinstall


Windowsシステムの場合は、「スタート」メニューから「プログラム」→「Oracle Home - Home1」→「Uninstall」の順に選択してアンインストーラを起動することもできます。






4.2.1.2 管理対象のOracle Forms and Reportsインスタンスの削除

Oracleホームを削除する前に、管理対象のすべてのOracleインスタンスをシステムから削除する必要があります。アンインストーラを起動してから(4.2.1.1項「アンインストーラの起動」)、表4-2の手順に従って管理対象インスタンス(WebLogic Domainに関連付けられているインスタンス)を削除します。




	
注意:

管理対象のインスタンスを削除するには、Administration Serverが稼働している必要があります。












	
注意:

WebLogicドメインに登録されているOracleインスタンスを削除する場合は、削除するOracleインスタンスに関連付けられたOracleホーム・ディレクトリからアンインストーラを起動してください。

アンインストーラには、同じWebLogicドメインに関連付けられたすべてのインスタンスが一覧表示されますが、アンインストーラを起動したOracleホームに関連付けられたインスタンスのみを選択してください。










表4-2 管理対象のOracleインスタンス削除時のアンインストール画面

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明
	
ようこそ


	
常時

	
1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。


	
アンインストール・タイプの選択


	
常時

	
実行するアンインストールのタイプを選択します。ここでは、「WebLogicドメインで管理されているASInstanceのアンインストール」を選択します。


	
Weblogicドメインの詳細の指定


	
常時

	
WebLogicドメインに接続するための資格証明を指定します。


	
管理対象インスタンスの選択


	
常時

	
アンインストールする管理対象Oracleインスタンスを選択します。


	
「アンインストール・サマリー」(管理対象インスタンス)


	
常時

	
削除しようとしているOracleインスタンスを確認します。


	
アンインストールの進行状況


	
常時

	
この画面には、アンインストールの進捗状況およびステータスが表示されます。


	
アンインストール完了


	
常時

	
この画面は、完了したアンインストールのサマリーを示します。

「終了」をクリックして画面を閉じます。












4.2.1.3 Oracle Fusion Middlewareの停止

システム・コンポーネントからすべての管理対象インスタンスを削除した後、Oracleホームの削除に進む前に、すべてのサーバーおよびプロセスを停止してください。

Oracle Fusion Middlewareの停止の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middleware環境の停止に関する項を参照してください。






4.2.1.4 Oracle Forms and Reports Oracleホームの削除

管理対象インスタンスの削除および管理サーバーの停止後に、アンインストーラを再び起動し(4.2.1.1項「アンインストーラの起動」)、表4-3の手順に従ってOracle Forms and Reports Oracleホームを削除します。


表4-3 製品Oracleホーム削除時のアンインストール画面

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明および必要な操作
	
ようこそ


	
常時

	
1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。


	
アンインストール・タイプの選択


	
常時

	
実行するアンインストールのタイプを選択します。ここでは、「Oracleホームのアンインストール」を選択します。


	
Oracleホームのアンインストール


	
常時

	
アンインストールしようとしているOracleホーム・ディレクトリを確認します。

「アンインストール」をクリックして続行します。

「警告」画面で、アンインストーラによってソフトウェアの他にOracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。

アンインストーラによってソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「はい」を、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」を、前の画面に戻る場合は「取消」をクリックします。

「いいえ」を選択した場合は、4.2.2項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」に進み、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する手順に従います。


	
アンインストールの進行状況


	
常時

	
この画面には、アンインストールの進捗状況およびステータスが表示されます。


	
アンインストール完了


	
常時

	
この画面は、完了したアンインストールのサマリーを示します。

「終了」をクリックして画面を閉じます。












4.2.1.5 Oracle共通ホームの削除

この項では、oracle_commonディレクトリの削除方法を説明しますが、アンインストーラは起動したOracleホームのみを削除するので、Oracle Forms and Reports Oracleホームは削除されますがOracle共通ホームは削除されないため、この手順が必要です。

Oracle共通ホーム・ディレクトリには、他のOracleホーム・ディレクトリと同様に、oui/bin (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはoui\bin (Windowsオペレーティング・システムの場合)に、独自のアンインストーラが含まれています。アンインストーラを実行するには、MW_HOME/oracle_common/oui/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に移動し、アンインストーラを実行します。

Oracle共通ホームのアンインストーラでは、システム上のJava Runtime Environment (JRE)の場所を求められます。Oracle WebLogic Serverをインストールした場合、JREがシステムにインストールされています。この場所(jreディレクトリの場所)を使用してインストーラを起動できます。JREのデフォルトの場所は、MW_HOME/jdk160_24 (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\jdk160_24 (Windowsオペレーティング・システムの場合)ですが、ここで、MW_HOMEはMiddlewareホーム・ディレクトリです。

64ビット・プラットフォームでは、JREの場所はJAVA_HOME (Oracle WebLogic Serverのインストールに使用された場所)です。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./runInstaller -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システムの場合:


setup.exe -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION


JRE_LOCATIONには絶対パスを指定する必要があります。相対パスは機能しません。

アンインストーラの起動後は、表4-4の手順に従ってOracle共通ホームを削除します。


表4-4 Oracle共通ホーム削除時のアンインストール画面

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明および必要な操作
	
ようこそ


	
常時

	
1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。


	
Oracleホームのアンインストール


	
常時

	
アンインストールしようとしているOracleホーム・ディレクトリを確認します。

「アンインストール」をクリックして続行します。

「警告」画面で、アンインストーラによってソフトウェアの他にOracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。

アンインストーラによってソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「はい」を、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」を、前の画面に戻る場合は「取消」をクリックします。

「いいえ」を選択した場合は、4.2.2項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」に進み、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する手順に従います。


	
アンインストールの進行状況


	
常時

	
この画面には、アンインストールの進捗状況およびステータスが表示されます。


	
アンインストール完了


	
常時

	
この画面は、完了したアンインストールのサマリーを示します。

「終了」をクリックして画面を閉じます。














4.2.2 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストール中の警告画面で「いいえ」を選択した場合は、Oracleホーム・ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムで、Oracle共通ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middleware/oracle_commonの場合、次を実行します。


> cd /home/Oracle/Middleware
> rm -rf oracle_common


Windowsオペレーティング・システムで、Oracle共通ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middleware\oracle_commonの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Middlewareディレクトリに移動し、oracle_commonフォルダを右クリックして「削除」を選択します。






4.2.3 Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの削除

Oracle WebLogic Serverの削除方法の詳細は、Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイドのソフトウェアのアンインストールに関する項を参照してください。アンインストール・プログラムでは、インストール(Middlewareホーム)、JDKまたはユーザーが作成したすべてのOracle Forms and ReportsのWebLogicドメインに関連付けられているホーム・ディレクトリは削除されません。インストール・プログラムによってインストールされたコンポーネントのみが削除されます。

アンインストール・プログラムの終了後に、次を行います。

	
Middlewareホーム・ディレクトリの削除


	
ドメインの削除






4.2.3.1 Middlewareホーム・ディレクトリの削除

アンインストール・プログラムの終了後に、Middlewareホーム・ディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムでMiddlewareホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middlewareの場合は、次のように実行します。


> cd /home/Oracle
> rm -rf Middleware


Windowsオペレーティング・システムで、Middlewareホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middlewareの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracleディレクトリに移動し、Middlewareフォルダを右クリックして「削除」を選択します。






4.2.3.2 ドメインの削除

アンインストール・プログラムの終了後にドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除する必要がありますが、このディレクトリは、インストール時に「ドメインの選択」画面の「ドメインの場所」フィールドで指定したディレクトリです。

オペレーティング・システムの標準コマンドを使用して、ドメイン・ホーム・ディレクトリを削除します。たとえば、UNIXオペレーティング・システムでドメイン・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Domains/FRDomainの場合は、次のように実行します。


> cd /home/Oracle
> rm -rf Domains


Windowsオペレーティング・システムで、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Domains\FRDomainの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracleディレクトリに移動し、Domainsフォルダを右クリックして「削除」を選択します。








4.2.4 プログラム・グループの削除(Windowsのみ)

Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート メニュー\プログラム」フォルダからプログラム・グループも手動で削除する必要があります。たとえば(ご使用のシステム上ではフォルダ名およびプログラム・グループ名が異なる可能性があります)、C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programsから次のものを削除します。

	
Oracle Fusion Middleware 11.1.2


	
Oracle Classic 11g - Home1


	
Oracle WebLogic









4.2.5 システムの再起動(Windowsのみ)

Windowsオペレーティング・システムの場合、クリーンアップが適切に行われるには、すべてのプログラムの削除が完了したらコンピュータを再起動する必要があります。








4.3 ソフトウェアの再インストール

インストーラでは、すでにOracleのインスタンスが含まれているディレクトリに、Oracle Forms and Reportsを再インストールできません。以前と同じディレクトリにOracle Forms and Reportsを再インストールするには、次の手順に従います。

	
4.2.1.2項「管理対象のOracle Forms and Reportsインスタンスの削除」の手順に従って、ディレクトリからすべてのOracleインスタンスを削除します。


	
第2章「Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成」の手順に従って、ソフトウェアを再インストールします。












A Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面

この付録には、各インストール画面が表示される順序を示すフローチャートとともに、各Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のスクリーンショットと説明が含まれています。

次のトピックを取り扱います:

	
Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート


	
Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面の説明






A.1 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート

図A-1に、インストール画面のフローチャートを示しますが、実際に表示されるのは選択したオプションに基づいた画面です。


図A-1 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面のフローチャート

[image: 図A-1の説明が続きます]









A.2 Oracle Forms and Reportsのインストールおよび構成画面の説明

この項には、次に示すOracle Forms and Reportsのインストールおよび構成の各画面の詳細と説明が含まれています。

	
インベントリ・ディレクトリの指定


	
インベントリの場所の確認


	
ようこそ


	
ソフトウェアの更新


	
インストール・タイプ


	
前提条件のチェック


	
インストールの場所


	
構成タイプ


	
ドメインの選択


	
セキュリティ・アップデート


	
コンポーネントの構成


	
ポートの構成


	
プロキシ詳細


	
アプリケーション・アイデンティティ・ストア


	
アクセス制御


	
インストール・サマリー


	
インストールの進行状況


	
構成の進行状況


	
インストール完了






A.2.1 インベントリ・ディレクトリの指定

[image: 「ようこそ」画面]



この画面はUNIXシステムのみに表示されます。このホストに初めてOracle製品をインストールする場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このインベントリ・ディレクトリは、コンピュータにインストールされたすべてのOracle製品を把握するために、インストーラで使用されます。

インベントリのデフォルトの場所は、USER_HOME/oraInventoryです。

「オペレーティング・システム・グループ名」フィールドでは、メンバーにインベントリ・ディレクトリへのアクセスを許可するグループを選択します。選択したグループのメンバー全員が、このマシンに製品をインストールできます。

「OK」をクリックして続行します。






A.2.2 インベントリの場所の確認

[image: 「ようこそ」画面]



この画面はUNIXシステムの場合にのみ表示されます。inventory_directory/createCentralInventory.shスクリプトをroot権限で実行するように求められます。

このマシンに対するrootアクセス権はないが、インストールの続行を希望する場合は、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。

「OK」をクリックして続行します。






A.2.3 ようこそ

[image: 「ようこそ」画面]



このページはOracle Fusion Middlewareインストーラの導入ページであり、次の2つの重要な情報が示されます。

	
インストーラの支援によって実行できるタスクの概要を示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報を入力するためにインストーラで表示される個々の画面を表します。


	
インストールを続行する前に満たしておく必要のある前提条件の情報。




この画面の情報を注意深く確認し、必要なすべての前提条件を満たしていることを確認します。

前提条件タスクについて不明な点がある場合は、インストールする特定のOracle Fusion Middlewareソフトウェアのインストレーション・ガイドとともに、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』を参照してください。






A.2.4 ソフトウェアの更新

[image: 「ようこそ」画面]



ソフトウェア更新のインストールに使用する方法を選択します。

	
ソフトウェアの更新のスキップ


	
My Oracle Supportで更新を検索


	
ローカル・ディレクトリで更新を検索




更新を検索することを選択した場合、インストーラは指定された場所で更新を検索します。更新が見つかると、インストーラは「更新の検索」ボタンの下に更新をリストします。

「次へ」をクリックすると、インストーラは見つかった更新を自動的に適用します。場合によっては、インストーラの再起動が必要になります。その場合、「ソフトウェアの更新」画面が再び表示されることはありません。



A.2.4.1 ソフトウェアの更新のスキップ

現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新をインストーラにチェックさせない場合は、このオプションを選択します。






A.2.4.2 My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントがある場合、このオプションを選択すると、インストールしようとしているソフトウェア製品に適用可能なソフトウェア更新をインストーラが自動的にMy Oracle Supportで検索します。

My Oracle Supportアカウント名とパスワードを入力し、「更新の検索」をクリックします。適用可能なソフトウェア更新が、インストーラによりMy Oracle Supportから自動的にダウンロードされます。

更新を検索する前に、「接続のテスト」をクリックすると、My Oracle Supportへのログイン資格証明と接続をテストできます。プロキシ・サーバーが必要な場合には、「プロキシ設定」をクリックして、プロキシ・サーバーを構成します。

[image: プロキシ設定画面]







A.2.4.3 ローカル・ディレクトリで更新を検索

最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、更新が置かれたローカル・ディレクトリを特定する際に使用する追加のフィールドと「参照」ボタンが、インストーラによって表示されます。

[image: プロキシ構成画面]









A.2.5 インストール・タイプ

[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	オプション	説明
	
インストールおよび構成

	
ソフトウェアがインストールされるOracleホーム・ディレクトリと、ソフトウェアの作業インスタンスが作成されるOracleインスタンス・ディレクトリを作成する場合、このオプションを選択します。

インストールの完了後に、Enterprise ManagerまたはWebLogic Server管理コンソールを使用して、構成したインスタンスを変更できます。


	
ソフトウェアのインストール - 構成しない

	
このオプションは、インストーラによって、ソフトウェアをインストールするOracleホーム・ディレクトリを作成する場合に選択します。インストールの完了後に、構成ツールを個別に実行して、作業用インスタンスを構成する必要があります。












A.2.6 前提条件のチェック

[image: 「ようこそ」画面]



この画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件を満たしているかを確認します。

失敗した前提条件チェックがあると、短いエラー・メッセージが画面下部に表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。エラーや警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントに対する前提条件チェックを停止するには、「中止」をクリックします。


システム要件と前提条件の詳細

インストールを行う前に、システム要件と前提条件のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認する必要があることに注意してください。これらのドキュメントは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどの情報が記載されています。

このリリースのOracle Fusion Middlewareの動作保証ドキュメントは、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページにあります。このドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。




	
注意:

LinuxおよびUNIXオペレーティング・システムに32ビット版の製品をインストールする場合は、インストール先のシステムも32ビット・システムをサポートしている必要があります。32ビット・バージョンの製品を64ビット・システムにインストールすることはサポートされていません。














A.2.7 インストールの場所

この画面の内容は、この画面へのアクセス方法に応じて異なります。次の3つのアクセス方法があります。

	
インストールおよび構成のオプション

「インストール・タイプ」で「インストールと構成」を選択した場合。


	
インストールのみで構成しないオプション

「インストール・タイプ」の「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択した場合。


	
構成ツールのオプション

Oracleホームのbinディレクトリから構成ツールを実行する場合。




これらのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。

Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、ディレクトリ・パスが有効で、ダブル・バックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認してください。



A.2.7.1 インストールおよび構成のオプション

「インストール・タイプ」画面で「インストールと構成」オプションを選択した場合は、次に示すとおり、「インストール場所の指定」画面が表示されます。

[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホームの場所

	
WebLogic Serverがインストールされたディレクトリへの絶対パス。

Oracle ReportsをWindowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、Middlewareホーム・ディレクトリへのパスの文字数が規定の範囲内であることを確認します。詳細は、F.3項「Oracle Reports用の環境変数の長さの確認(Windowsのみ)」を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホームのディレクトリ名。

	
すでに存在するディレクトリを指定できますが、Oracle Middlewareホーム内にある空のディレクトリである必要があります(たとえば、このインストールより前にMiddlewareホームに空のディレクトリを作成し、このディレクトリを指定する必要がある場合)。


	
新規のディレクトリ名を指定できます。このディレクトリは、Middlewareホーム内に作成されます。




製品がインストールされるOracleホーム・ディレクトリです。すべてのソフトウェア・バイナリがこのディレクトリに格納され、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込めません。


	
WebLogic Serverの場所

	
WebLogic Serverホームのディレクトリ名。このディレクトリは、Middlewareホーム内に自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名はwlserver_10.3です。


	
Oracleインスタンスの場所

	
Oracleインスタンスの格納先となるディレクトリへの絶対パス。ここは、アプリケーションの構成ファイルが格納され、アプリケーション・プロセスが実行される場所です。ランタイム・コンポーネントは、この場所にのみ書込みを行います。

デフォルトでは、このディレクトリはMiddlewareホーム内に作成されますが、システムの任意の場所を選択できます。


	
Oracleインスタンス名

	
Oracleインスタンスの一意の名前を指定します。Oracleインスタンス名には、英数字およびアンダースコア(_)のみを含めることができます。英字(a-zまたはA-Z)で始まり、長さが4から30文字である必要があります。












A.2.7.2 インストールのみで構成しないオプション

「インストール・タイプ」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択した場合は、次に示すとおり、「インストール場所の指定」画面が表示されます。

[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホーム

	
WebLogic Serverがインストールされたディレクトリへの絶対パス。

Oracle ReportsをWindowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、Middlewareホーム・ディレクトリへのパスの文字数が規定の範囲内であることを確認します。詳細は、F.3項「Oracle Reports用の環境変数の長さの確認(Windowsのみ)」を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホームのディレクトリ名。

	
すでに存在するディレクトリを指定できますが、Oracle Middlewareホーム内にある空のディレクトリである必要があります(たとえば、このインストールより前にMiddlewareホームに空のディレクトリを作成し、このディレクトリを指定する必要がある場合)。


	
新規のディレクトリ名を指定できます。このディレクトリは、Middlewareホーム内に作成されます。




製品がインストールされるOracleホーム・ディレクトリです。すべてのソフトウェア・バイナリがこのディレクトリに格納され、ランタイム・プロセスはこのディレクトリに書き込めません。












A.2.7.3 構成ツールのオプション

Oracleホーム内のbinディレクトリから構成ツールを実行した場合、次に示すとおり、「インストール場所の指定」画面が表示されます。

[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
WebLogic Serverの場所

	
WebLogic Serverホームのディレクトリ名。このディレクトリは、Middlewareホーム内に自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名はwlserver_10.3です。


	
Oracleインスタンスの場所

	
Oracleインスタンスの格納先となるディレクトリへの絶対パス。ここは、アプリケーションの構成ファイルが格納され、アプリケーション・プロセスが実行される場所です。ランタイム・コンポーネントは、この場所にのみ書込みを行います。

デフォルトでは、このディレクトリはMiddlewareホーム内に作成されますが、システムの任意の場所を選択できます。


	
Oracleインスタンス名

	
Oracleインスタンスの一意の名前を指定します。Oracleインスタンス名には、英数字およびアンダースコア(_)のみを含めることができます。英字(a-zまたはA-Z)で始まり、長さが4から30文字である必要があります。














A.2.8 構成タイプ

[image: 「ようこそ」画面]



インストールで使用する構成タイプを指定します。

次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	オプション	説明
	
デプロイメント用の構成

	
このオプションを選択してOracle Forms and Reportsのインストールと構成を行います。Oracle HTTP ServerとOracle Enterprise Managerが含まれます。


	
開発用の構成

	
このオプションを選択してOracle Forms and Reportsのインストールと構成を行います。Oracle HTTP ServerとOracle Enterprise Managerが含まれません。

注意: このオプションの本番アプリケーション環境としての使用はサポートされていません。












A.2.9 ドメインの選択

この画面を使用して、新しいWebLogicドメインの作成、既存のドメインの拡張、またはクラスタの拡張を行います。これらの概念の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』を参照してください。

コンポーネントをWebLogicサーバー・ドメインに関連付けるとき使用するメソッドを選択します。

	
ドメインの作成


	
ドメインの拡張


	
クラスタを開く







	
注意:

ドメインを拡張またはクラスタを開く場合は、「構成タイプ」画面でデプロイメント用の構成オプションを選択する必要があります。











A.2.9.1 ドメインの作成

新規のWebLogicサーバー・ドメインを作成するには、「ドメインの作成」を選択します。

[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ユーザー名

	
ユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名は、weblogicです。


	
ユーザー・パスワード

	
ユーザー・パスワードを指定します。有効なパスワードは8から30文字で、英字で始まり、英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)またはシャープ記号(#)のみを使用する必要があります。数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)またはシャープ記号(#)を1文字以上含む必要があります。


	
パスワードの確認

	
ユーザー・パスワードを再入力します。


	
ドメイン名

	
作成するドメインの名前を入力します。ドメイン名には、英数字、アンダースコア(_)またはハイフン(-)のみを含めることができます。


	
ドメインの場所

	
新しいドメインを作成する場所を指定します。

場所を指定しない場合、ドメインは次の場所に作成されます。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME/user_projects/domains/domain_name


Windowsオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME\user_projects\domains\domain_name


ドメインの場所(ドメイン・ホームとも呼ばれる)の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のWebLogic Serverドメインに関する項を参照してください。












A.2.9.2 ドメインの拡張

既存のドメインが検出された場合は、既存のドメインを拡張してインストール中の製品およびサービスを追加するオプションがあります。




	
注意:

拡張できるのは、このリリース(11gリリース2 - 11.1.2)のOracle Forms and Reportsのインストーラで作成されたドメインのみです。









[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
ドメインが置かれるシステムの名前を指定します。


	
ポート

	
ドメインにアクセス可能なホスト上のポート番号を指定します。


	
ユーザー名

	
ユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名は、weblogicです。


	
ユーザー・パスワード

	
ユーザーのパスワードを指定します。












A.2.9.3 クラスタを開く

高可用性とレプリケーションのために管理対象サーバーを追加する場合は、「クラスタを開く」を選択することもできます。




	
注意:

開くことができるのは、このリリース(11gリリース2 - 11.1.2)のOracle Forms and Reportsのインストーラで作成されたクラスタのみです。









[image: 「ようこそ」画面]



次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
クラスタが置かれるシステムの名前を指定します。


	
ポート

	
クラスタにアクセス可能なホスト上のポート番号を指定します。


	
ユーザー名

	
ユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名は、weblogicです。


	
ユーザー・パスワード

	
ユーザーのパスワードを指定します。














A.2.10 セキュリティ・アップデート

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用してMy Oracle Supportアカウント情報を入力すると、最新の製品情報およびセキュリティ・アップデートをMy Oracle Supportアカウントを介して受け取ることができます。

最新の製品情報およびセキュリティ更新を受けとる場合は、電子メール・アドレスを入力します。My Oracle Supportアカウントを持っており、このメカニズムを利用して更新を受け取る場合は、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取ります。」を選択し、アカウント・パスワードを入力します。

Oracle Configuration Managerに登録しない場合は、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取ります。」ボックスの選択を解除し、この画面のすべてフィールドを空のままにします。選択内容の確認を求める次の画面が表示されます。

[image: confirm_no_security_updates.gifの説明が続きます]



「はい」をクリックして、セキュリティ更新に登録しないことを確定します。






A.2.11 コンポーネントの構成

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、構成に使用できる製品およびコンポーネントが表示されます。この画面に表示される内容は、「構成タイプ」と「ドメインの選択」画面で選択した内容に応じて変わります。

「構成タイプ」画面での選択内容:


	オプション	説明
	
「デプロイ用の構成」を選択した場合:

	
Oracle HTTP ServerとOracle Enterprise Managerに加えて、Oracle Forms and Reportsのすべてのコンポーネントを使用できます。


	
「開発用の構成」を選択した場合:

	
Oracle Forms and Reportsのすべてのコンポーネントを使用できますが、Oracle HTTP ServerとOracle Enterprise Managerは使用できません。








「ドメインの選択」画面の選択内容:


	オプション	説明
	
「ドメインの作成」を選択した場合:

	
使用可能なすべてのコンポーネントがこの画面に表示されます。


	
「ドメインの拡張」を選択した場合:

	
ドメインに存在しないコンポーネントのみをこの画面で使用でき、既存のドメインに機能やサービスを追加することができます。


	
「クラスタを開く」を選択した場合:

	
ドメインにすでに存在するコンポーネントのみをこの画面で使用でき、高可用性のためのレプリケーションを実行することができます。








下部にあるペインには、選択したコンポーネントに応じて前提条件の情報が表示されます。続行する前に、この情報を注意してお読みください。

すべてのインストールで「クラスタ」を選択することをお薦めしますが、これは、選択しないでインストールが完了した場合に、ドメインを拡張できなくなるためです。クラスタ化されていない環境に作成されたサーバーは、Oracle Enterprise Managerから管理することができません。






A.2.12 ポートの構成

[image: 「ようこそ」画面]



インストーラにより自動でデフォルトのポートをコンポーネントに割り当てる場合は、「自動ポート構成」を選択します。デフォルトのポート番号のリストは、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』でポート番号に関する説明を参照してください。

各コンポーネントに使用するポート番号を指定するポート構成ファイルをすでに作成してある場合は、「構成ファイルを使用してポートを指定」を選択します。「ファイル名」フィールドにこのファイルのフルパスおよびファイル名を入力するか、「参照」をクリックしてシステム上の既存のファイルを検索します。

staticports.iniというデフォルトのファイルが、Disk1/stage/Responseディレクトリに格納されています。このファイルをテンプレートとして使用し、任意のカスタム・ポート・ファイルを作成できます。




	
注意:

staticports.ini(または任意のカスタム・ポート・ファイル)を使用すると、1024より小さいポート番号はインストーラで検証されません。ただし、インストールは続行できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』でポート番号に関する説明を参照してください。









有効なファイルの場所と名前を指定し、「ファイルの表示/編集」をクリックすると、ファイルの内容を表示または編集できます。






A.2.13 プロキシ詳細

[image: 「ようこそ」画面]



コンピュータがファイアウォールの内側にある場合は、プロキシ・サーバーを経由して送信HTTP接続をルーティングすることが必要な場合があります。インターネットへの直接接続を行っているか、この時点でプロキシ・サーバーを構成しない場合は、「プロキシ設定を使用しない」を選択します。

プロキシ・サーバーを構成する場合は、「プロキシを有効にする」を選択し、次の表示に示されている情報を指定します。


	フィールド名	説明
	
HTTPプロキシ・ホスト

	
プロキシ・サーバーのホスト名を入力します。


	
HTTPプロキシ・ポート

	
プロキシ・サーバーのポート番号を入力します。


	
アドレスのプロキシをバイパス

	
プロキシ・サーバーをバイパスするアドレスを入力します。複数のエントリを区切る場合は、カンマ(,)を使用します。ドメインは、アスタリスク(*)を使用してリストできます。次に例を示します。


*.example1.com,*.example2.com












A.2.14アプリケーション・アイデンティティ・ストア

[image: 「ようこそ」画面]



「アプリケーション・アイデンティティ・ストアの使用」を選択して、Oracle Internet Directoryサーバーで使用するコンポーネントを構成します。

次の表は、このページのフィールドの説明です。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
Oracle Internet Directoryサーバーのホスト名を入力します。


	
ポート

	
Oracle Internet Directoryサーバーのポート番号を入力します。ポート番号がわからない場合は、コマンドラインからnetstat -anコマンドを実行して、現在使用されているポート番号を確認できます。


	
ユーザー名

	
スーパーユーザー権限を持つ既存のOracle Internet Directoryユーザーの名前を入力します。デフォルトのユーザー名は、cn=orcladminです。


	
パスワード

	
Oracle Internet Directoryのユーザー・パスワードを入力します。








「LDAPサーバーをセキュア・モードで構成」を選択して、LDAPサーバーをセキュア・モードで構成します。このオプションを選択した場合は、「ポート」フィールドにセキュアなポート番号を指定する必要があります。






A.2.15 アクセス制御

[image: 「ようこそ」画面]



認証を実行するツールとしてOracle Access Managerを構成するには、「Oracle Access Managerを使用」を選択します。次の表で、Oracle Access Managerを使用する際に指定する必要がある各フィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
ホスト名

	
Oracle Access Manager管理サーバーが動作しているホストの名前を入力します。


	
ポート

	
Oracle Access Manager管理サーバーのポート番号を入力します。


	
ユーザー名

	
Oracle Access Managerの管理者ユーザー名を入力します。


	
パスワード

	
Oracle Access Managerの管理者ユーザー・パスワードを入力します。


	
OAMをセキュア・モードで構成します

	
Oracle Access Managerをセキュア・モードで構成する場合は、このチェック・ボックスを選択します。

Oracle Access Managerサーバーのセキュア・ポート番号を「ポート」フィールドに必ず指定してください。








認証を実行するツールとして既存のOracle Single Sign-Onを構成するには、「Oracleシングル・サインオンを使用」を選択します。このオプションを選択した場合、「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」画面で指定したOracle Internet Directory資格証明が使用されるため、その他の資格証明の入力は不要です。






A.2.16 インストール・サマリー

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、インストール・セッションでの選択内容のサマリーが表示されます。次の情報が含まれています。

	
インストールの場所


	
インストールに使用されるディスク領域


	
インストール対象として選択したアプリケーション




この画面の情報を入念に確認し、次のいずれかを行います。

	
インストールを開始する前に構成を変更する場合、ナビゲーション・ペインを使用して、戻って編集するインストーラ画面を選択します。


	
情報に問題がない場合、「インストール」をクリックしてインストール処理を開始します。


	
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じインストールをコマンドラインから実行する場合に使用できます。

サイレント・インストールの詳細は、付録C「Oracle Forms and Reportsサイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。









A.2.17 インストールの進行状況

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

UNIXシステムにインストールする場合、インストールの完了前に、rootユーザーとしてORACLE_HOME/oracleRoot.shスクリプトを実行するように次のメッセージが表示される場合があります。

[image: oracleRoot.shスクリプトの実行のダイアログ・ボックス]



このスクリプトにより、インストールされるファイルとディレクトリに対する適切な権限が設定されます。

インストールが完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。この場合、インストールが部分的に完了しているため、「取消」をクリックする前にインストールされたソフトウェアの一部がシステム上に残ります。手動でこれらを削除する必要があります。






A.2.18 構成の進行状況

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、コンポーネントの構成の進捗状況が表示されます。

問題が発生した場合は、画面の下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。

エラー・メッセージおよび警告メッセージを無視し、インストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントに対する前提条件チェックを停止するには、「中止」をクリックします。

インストールが完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。






A.2.19 インストール完了

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、完了したインストールについての要約が表示されます。

この画面のサマリー情報の最後には、管理コンソールやインストールされた製品にアクセスするための各種URLが含まれています。インストールした製品に後からアクセスできるように、これらのURLを書き留めておく必要があります。




	
注意:

このサマリー情報は、「インストール・タイプ」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」を選択した場合、「インストール完了」画面には表示されません。









または、「保存」をクリックして、構成情報をファイルに保存します。この情報には、後で必要となるポート番号、インストール・ディレクトリ、ディスク領域使用量、URLおよびコンポーネント名が含まれます。

「終了」をクリックして画面を閉じます。











B Oracle Forms and Reportsのアンインストール画面

この付録には、次に示すOracle Forms and Reportsのすべてのアンインストール画面のスクリーンショットと説明が含まれています。

	
ようこそ


	
アンインストール・タイプの選択


	
Oracleホームのアンインストール


	
Weblogicドメインの詳細の指定


	
管理対象インスタンスの選択


	
インスタンスの場所の指定


	
「アンインストール・サマリー」(管理対象インスタンス)


	
「アンインストール・サマリー」(管理対象外のインスタンス)


	
アンインストールの進行状況


	
アンインストール完了






B.1 ようこそ

[image: 「ようこそ」画面]



1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。

インストーラを使用してOracle Fusion Middlewareをアンインストールする場合、インストーラによって、選択したOracleホームのソフトウェア・ファイルのディスクからの削除、Oracleインベントリの更新およびコンポーネントを削除するためのオペレーティング・システム固有の他のタスクが行われます。

製品のインストールの開始時に表示される「ようこそ」画面同様、アンインストールの「ようこそ」画面には、インストーラによって支援されるタスクのサマリーを示すナビゲーション・ペインが左側に含まれます。

ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報を入力するためにインストーラで表示される個々の画面を表します。

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのアンインストールの詳細は、ソフトウェア・スイートのインストレーション・ガイドのアンインストールに関する情報を参照してください。






B.2 アンインストール・タイプの選択

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、実行するアンインストールのタイプを選択します。

次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	オプション	説明
	
Oracleホームのアンインストール

	
このオプションは、指定したOracleホーム・ディレクトリ(アンインストーラの起動元ディレクトリ)内のすべてのバイナリをアンインストールする場合に選択します。


	
WebLogicドメインで管理されているASInstanceのアンインストール

	
このオプションは、WebLogicドメインに登録されている特定のOracleインスタンスとそのシステム・コンポーネントをアンインストールする場合に選択します。


	
管理対象外ASInstanceのアンインストール

	
このオプションは、管理対象外のすべてのOracleインスタンスとそのシステム・コンポーネントをアンインストールする場合に選択します。












B.3 Oracleホームのアンインストール

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、アンインストールするOracleホームを選択したことを確認します。

「アンインストール」をクリックすると、この画面に表示されたOracleホームのアンインストール・プロセスが開始され、次の画面が表示されます。

[image: アンインストールの「警告」画面]



「はい」をクリックすると、ソフトウェア、およびアンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリが削除されます。「いいえ」をクリックすると、ソフトウェアは削除されますが、Oracleホーム・ディレクトリは削除されません。前の画面に戻る場合は、「取消」をクリックします。




	
注意:

「アンインストール」をクリックする前に、選択したOracleホームに関連付けられているすべてのプロセスが停止していることを確認してください。









この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じアンインストール処理をコマンドラインから実行する場合に使用できます。

詳細は、付録C「Oracle Forms and Reportsサイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。






B.4 Weblogicドメインの詳細の指定

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、次の表で説明するとおり、管理対象インスタンスのWebLogicドメイン資格証明を指定します。


	フィールド	説明
	
ドメイン・ホスト名

	
WebLogicドメインが存在するシステムの名前を指定します。


	
ドメインのポート番号

	
管理サーバーのポート番号を指定します。デフォルトのポート番号は7001です。


	
ユーザー名

	
管理サーバーのユーザー名を指定します。


	
パスワード

	
ユーザーのパスワードを指定します。












B.5 管理対象インスタンスの選択

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、アンインストールする管理対象インスタンスを選択します。システムに複数の管理対象インスタンスがあり、すべてのインスタンスを選択したい場合には、「LocalHost」を選択します。




	
注意:

インスタンスは、アンインストールする前に稼働している必要があります。














B.6 インスタンスの場所の指定

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、Oracleインスタンス・ディレクトリへのフルパスを指定します。このディレクトリの配置場所がわからない場合は、「参照」をクリックしてシステム内のディレクトリを探します。






B.7 「アンインストール・サマリー」(管理対象インスタンス)

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、アンインストールするインスタンスが表示されます。

この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じアンインストール処理をコマンドラインから実行する場合に使用できます。

詳細は、付録C「Oracle Forms and Reportsサイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。






B.8 「アンインストール・サマリー」(管理対象外のインスタンス)

[image: 「ようこそ」画面]



この画面には、アンインストールするインスタンスが表示されます。

この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じアンインストール処理をコマンドラインから実行する場合に使用できます。

詳細は、付録C「Oracle Forms and Reportsサイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。






B.9 アンインストールの進行状況

[image: 「ようこそ」画面]



この画面を使用して、アンインストールの進行状況を監視します。

「取消」をクリックすると、アンインストール・プロセスが停止します。






B.10 アンインストール完了

[image: 「ようこそ」画面]



この画面は、完了したアンインストールのサマリーを示します。この画面が表示されるということは、アンインストールが完了し、選択したコンポーネントがOracleインベントリから消去されたことを表します。









C Oracle Forms and Reportsのサイレント・インストールおよびアンインストール

この付録では、コマンドラインからサイレント・モードでOracle Forms and Reportsをインストールおよびアンインストールする方法について説明します。この付録には、次の項目が含まれます。

	
C.1項「サイレント・インストールとアンインストールの理解」


	
C.2項「Oracle Forms and Reportsレスポンス・ファイルの使用」






C.1 サイレント・インストールとサイレント・アンインストールの理解

Oracle Universal Installerのサイレント・インストール・モードを使用して、グラフィカル・ユーザー・インタフェースを省略し、必要な情報をレスポンス・ファイルで提供できます。この方法は、複数のホストに同じ製品を複数回インストールする場合に最も便利です。レスポンス・ファイルを使用して、インストール・パラメータがわかっている製品のインストールを自動化できます。

サイレント・インストールとアンインストールおよびレスポンス・ファイルの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのサイレント・インストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。






C.2 Oracle Forms and Reportsレスポンス・ファイルの使用

サイレント・インストールを実行する前に、インストール固有の情報をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。レスポンス・ファイルは、通常はユーザーが対話型インストール・セッション中にOracle Universal Installerユーザー・インタフェースを通じて取得する情報を含む指定ファイルです。それぞれの回答は、レスポンス・ファイルで識別される変数の値として格納されます。たとえば、Oracleホームまたはインストール・タイプの値は、レスポンス・ファイル内で自動的に設定できます。レスポンス・ファイルは、テキスト・エディタで作成または編集可能なテキスト・ファイルです。

レスポンス・ファイルを適切に構成せずにインストールを実行しようとすると、インストーラが失敗します。まずインストールGUIを実行してレスポンス・ファイルを作成してから、「インストール・サマリー」画面で「保存」をクリックすることをお薦めします。このレスポンス・ファイルの名前と作成場所を入力するように求められます。作成されたら、そのファイルを使用して、まったく同じインストールを他のシステムにレプリケートしたり、必要に応じてインストールを修正できます。

Oracle Forms and Reports用のレスポンス・ファイルのテンプレートは、2.1.5項「Oracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手」でアーカイブ・ファイルを解凍した、Disk1/stage/Response (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Response (Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリにあります。

	
サイレント・インストールで使用可能なテンプレート・レスポンス・ファイルの詳細は、C.2.1項「Oracle Forms and Reportsのインストール・レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。


	
サイレント・アンインストールで使用可能なテンプレート・レスポンス・ファイルの詳細は、C.2.2項「Oracle Forms and Reportsのアンインストール・レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。






C.2.1 Oracle Forms and Reportsのインストール・レスポンス・ファイルの使用

表C-1に、Oracle Forms and Reports用に提供されるインストール・レスポンス・ファイルのテンプレートをリストします。


表C-1 Oracle Forms and Reportsのインストールと構成用のレスポンス・ファイル・テンプレート

	テンプレート	説明
	
configure_only.rsp

	
すでにソフトウェアがシステムにインストールされており、コンポーネントの構成およびドメインの作成または拡張やクラスタを開くことが必要な場合に、このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用します。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、2.4.6項「Oracle Forms and Reportsの構成ツールの実行」に記載されているとおり、構成ツールを実行します。

詳細は、C.2.1.1項「configure_only.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用」を参照してください。


	
install_only.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートは、システムにソフトウェアをインストールし、構成しない場合に使用します。その後、configure_only.rspテンプレートを使用してサイレント構成を実行し、コンポーネントを構成してください。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、「インストール・タイプ」画面で「ソフトウェアのインストール - 構成なし」オプションを選択します。

詳細は、C.2.1.2項「install_only.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用」を参照してください。


	
install_and_configure.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートは、システムにソフトウェアをインストールして構成する場合に使用します。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、「インストール・タイプ」で「インストールと構成」オプションを選択します。

詳細は、C.2.1.3項「install_and_configure.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用」を参照してください。










C.2.1.1 configure_only.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用

表C-2に、configure_only.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。パラメータは、レスポンス・ファイルに表示される順にリストされていますが、グラフィック・モードで表示されるインストール画面の順序とは必ずしも同じではありません。


表C-2 configure_only.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
構成タイプ


	
CONFIGURE_FOR_DEVELOPMENT

CONFIGURE_FOR_DEPLOYMENT

	
使用する構成方法にtrueを指定します。開発モードにはOracle HTTP ServerまたはOracle Enterprise Managerは含まれません。デプロイメント・モードにはOracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerは含まれます。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しないオプションはfalseに設定する必要があります。


	
セキュリティ・アップデート


	
MYORACLESUPPORT_USERNAME

MYORACLESUPPORT_PASSWORD

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートを受信する場合は、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力します。


	
DECLINE_SECURITY_UPDATES

	
セキュリティ・アップデートを受信しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。デフォルトでは、このパラメータはfalseに設定されています。


	
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT

	
MYORACLESUPPORT_USERNAMEおよびMYORACLESUPPORT_PASSWORDに値を指定する場合は、このパラメータをtrueに設定する必要があります。


	
PROXY_HOST

PROXY_PORT

PROXY_USER

PROXY_PWD

	
環境でプロキシ・サーバーを使用する場合は、プロキシ・サーバーの情報を入力します。


	
COLLECTOR_SUPPORTHUB_URL

	
Oracle Configuration Manager RepeaterのURLです。書式は次のとおりです。


http://repeater_host:repeater_port


または


https://repeater_host:repeater_port


	
インストールの場所


	
MW_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
WL_HOME

	
WebLogicホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
INSTANCE_HOME

	
インスタンス・ホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
INSTANCE_NAME

	
インスタンス名を指定します。デフォルト名はasinst_1です。


	
ドメインの選択


	
CREATE_DOMAIN

EXTEND_DOMAIN

EXPAND_CLUSTER

	
コンポーネントをWebLogic Server ドメインに関連付けるときに使用するメソッドにtrueを指定します。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しない2つのオプションはfalseに設定する必要があります。

デフォルトでは、CREATE_DOMAINがtrueに設定されています。


	
DOMAIN_NAME

	
作成するドメインの名前です(「ドメインの作成」オプション用)。


	
DOMAIN_LOCATION

	
ドメインを含むディレクトリへのフルパスです。これは、ドメイン・ホーム・ディレクトリです。インストール時に、指定したDOMAIN_NAMEでドメインがDOMAIN_LOCATIONに作成されます。たとえば、次のように設定した場合、


DOMAIN_NAME=customDomain
DOMAIN_LOCATION=/home/exampleLocation


作成されるドメイン・ホームの場所は次になります。


/home/exampleLocation/customDomain


DOMAIN_LOCATIONを指定しない場合は、ドメイン・ホームは次のデフォルトの場所に作成されます。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME


Windowsオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME\user_projects\domains\DOMAIN_NAME


	
DOMAIN_HOSTNAME

	
ドメインまたはクラスタが存在するシステムの名前です。


	
DOMAIN_PORT

	
ドメインまたはクラスタにアクセス可能なポート番号です。


	
ADMIN_USER_NAME

	
管理ユーザーの名前です。デフォルト名はweblogicです。


	
ADMIN_PASSWORD

	
管理ユーザーのパスワードです。


	
ADMIN_CONFIRM_PASSWORD

	
管理ユーザーのパスワードを確認します(「ドメインの作成」オプション用)。


	
ポートの構成


	
AUTOMATIC_PORT_DETECT

STATICPORT INI FILE LOCATION

	
インストーラにポート番号を自動的に構成させる場合は、AUTOMATIC_PORT_DETECTIONをtrueに設定します。

ポート番号を手動で設定する場合は、AUTOMATIC_PORT_DETECTIONをfalseに設定し、手動ポート構成ファイル(staticports.iniなど)へのフルパスをSTATICPORT INI FILE LOCATIONパラメータに設定します。


	
プロキシ詳細


	
DO NOT USE PROXY SETTINGS

ENABLE PROXY

	
プロキシ・サーバーを使用するかどうかに応じて、これら2つのパラメータを設定します。


	
PROXY HOST NAME

PROXY PORT NO

PROXY BY PASS ADDRESS

	
プロキシ・サーバーを使用する場合は(DO NO USE PROXY SETTING=falseおよびENABLE PROXY=true)、これら3つのパラメータを使用してプロキシ・サーバーの詳細を指定します。


	
アプリケーション・アイデンティティ・ストア


	
USE_OID

	
アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用するかどうかを指定します。使用する場合はこのパラメータをtrueに設定します(「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」画面で「アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用」を選択するのと同じ)。


	
OID_HOST

OID_PORT

OID_USERNAME

OID_PASSWORD

	
アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用している場合は、Oracle Internet Directoryサーバーに接続の資格証明を指定します。

デフォルトのユーザー名は、cn=orcladminに設定されています。


	
OID_USE_SSL

	
Oracle Internet Directoryサーバーに対してSSL接続を構成する場合は、このパラメータをtrueに設定し、構成しない場合はfalseに設定します。


	
アクセス制御


	
USE_SSO

USE_OAM

	
Oracle Internet DirectoryとともにOracle Single Sign-On 10gまたはOracle Access Manager 11gを使用するかどうかを指定します。該当するパラメータにtrueを設定し、もう一方にfalseを設定します。

USE_OAM=trueに設定した場合は、OAM_HOST、OAM_PORT、OAM_USERNAMEおよびOAM_PASSWORDの各パラメータに値を指定する必要があります。


	
OAM_HOST

	
管理サーバーが稼働しているホスト名を入力します。


	
OAM_PORT

	
アプリケーション・サーバーのポート番号を入力します。


	
OAM_USERNAME

	
管理者ユーザー名を入力します。デフォルト名はweblogicです。


	
OAM_PASSWORD

	
管理者ユーザーのパスワードを入力します。


	
OAM_USE_SSL

	
Oracle Access Managerサーバーに対してセキュアな接続を構成する場合は、このパラメータをtrueに設定し、構成しない場合はfalseに設定します。


	
コンポーネントの構成


	
CONFIGURE_FORMS

CONFIGURE_FORMS_BUILDER

	
Oracle Formsを構成する場合は、CONFIGURE_FORMSをtrueに設定します。

Oracle Forms Builderを構成する場合は、CONFIGURE_FORMS_BUILDERをtrueに設定します。Oracle Forms Builderを構成することを選択した場合は、Oracle Forms BuilderはOracle Formsに依存するため、CONFIGURE_FORMSをtrueに設定する必要があります。


	
CONFIGURE_REPORTS

CONFIGURE_REPORTS_BUILDER

	
Oracle Reportsを構成する場合は、CONFIGURE_REPORTSをtrueに設定します。

Oracle Reports Builderを構成する場合は、CONFIGURE_REPORTS_BUILDERをtrueに設定します。Oracle Reports Builderを構成することを選択した場合は、Oracle Reports BuilderはOracle Reportsに依存するため、CONFIGURE_REPORTSをtrueに設定する必要があります。


	
CONFIGURE_OHS

	
Oracle HTTP Serverを構成する場合は、このパラメータをtrueに設定します。


	
ENTERPRISE_MANAGEMENT

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを構成する場合は、このパラメータをtrueに設定します。












C.2.1.2 install_only.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用

表C-3に、install_only.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。パラメータは、レスポンス・ファイルに表示される順にリストされていますが、グラフィック・モードで表示されるインストール画面の順序とは必ずしも同じではありません。


表C-3 install_only.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
インストール・タイプ


	
INSTALL AND CONFIGURE TYPE

INSTALL AND CONFIGURE LATER TYPE

	
使用するインストール方法にtrueを指定します。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しないオプションはfalseに設定する必要があります。

デフォルトでは、INSTALL AND CONFIGURE LATER TYPEがtrueに設定されています。


	
インストールの場所


	
MW_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
セキュリティ・アップデート


	
MYORACLESUPPORT_USERNAME

MYORACLESUPPORT_PASSWORD

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートを受信する場合は、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力します。


	
DECLINE_SECURITY_UPDATES

	
セキュリティ・アップデートを受信しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。デフォルトでは、このパラメータはfalseに設定されています。


	
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT

	
MYORACLESUPPORT_USERNAMEおよびMYORACLESUPPORT_PASSWORDに値を指定する場合は、このパラメータをtrueに設定する必要があります。


	
PROXY_HOST

PROXY_PORT

PROXY_USER

PROXY_PWD

	
環境でプロキシ・サーバーを使用する場合は、プロキシ・サーバーの情報を入力します。












C.2.1.3 install_and_configure.rspレスポンス・ファイルのテンプレートの使用

表C-4に、install_and_configure.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。パラメータは、レスポンス・ファイルに表示される順にリストされていますが、グラフィック・モードで表示されるインストール画面の順序とは必ずしも同じではありません。


表C-4 install_and_configure.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
ソフトウェアの更新


	
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION

SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION

	
ソフトウェア更新がダウンロードされる場所を指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータをtrueに設定します。

次に、SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータを使用して、更新が含まれているローカル・システムのディレクトリを指定します。


	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES

	
インストーラにソフトウェア更新を確認させない場合は、このパラメータをtrueに設定します。


	
インストール・タイプ


	
INSTALL AND CONFIGURE TYPE

INSTALL AND CONFIGURE LATER TYPE

	
使用するインストール方法にtrueを指定します。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しないオプションはfalseに設定する必要があります。

デフォルトでは、INSTALL AND CONFIGURE TYPEがtrueに設定されています。


	
インストールの場所


	
MW_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
WL_HOME

	
WebLogicホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
INSTANCE_HOME

	
インスタンス・ホーム・ディレクトリへのフルパスを指定します。


	
INSTANCE_NAME

	
インスタンス名を指定します。デフォルト名はasinst_1です。


	
構成タイプ


	
CONFIGURE_FOR_DEVELOPMENT

CONFIGURE_FOR_DEPLOYMENT

	
使用する構成方法にtrueを指定します。開発モードにはOracle HTTP ServerまたはOracle Enterprise Managerは含まれません。デプロイメント・モードにはOracle HTTP ServerおよびOracle Enterprise Managerは含まれます。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しないオプションはfalseに設定する必要があります。


	
ドメインの選択


	
CREATE_DOMAIN

EXTEND_DOMAIN

EXPAND_CLUSTER

	
コンポーネントをWebLogic Server ドメインに関連付けるときに使用するメソッドにtrueを指定します。これらは相互に排他的なパラメータのため、選択しない2つのオプションはfalseに設定する必要があります。

デフォルトでは、CREATE_DOMAINがtrueに設定されています。


	
DOMAIN_NAME

	
作成するドメインの名前です(「ドメインの作成」オプション用)。


	
DOMAIN_LOCATION

	
ドメインを含むディレクトリへのフルパスです。これは、ドメイン・ホーム・ディレクトリです。インストール時に、指定したDOMAIN_NAMEでドメインがDOMAIN_LOCATIONに作成されます。たとえば、次のように設定した場合、


DOMAIN_NAME=customDomain
DOMAIN_LOCATION=/home/exampleLocation


作成されるドメイン・ホームの場所は次になります。


/home/exampleLocation/customDomain


DOMAIN_LOCATIONを指定しない場合は、ドメイン・ホームは次のデフォルトの場所に作成されます。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME


Windowsオペレーティング・システムの場合:


MW_HOME\user_projects\domains\DOMAIN_NAME


	
DOMAIN_HOSTNAME

	
ドメインまたはクラスタが存在するシステムの名前です。


	
DOMAIN_PORT

	
ドメインまたはクラスタにアクセス可能なポート番号です。


	
ADMIN_USER_NAME

	
管理ユーザーの名前です。デフォルト名はweblogicです。


	
ADMIN_PASSWORD

	
管理ユーザーのパスワードです。


	
ADMIN_CONFIRM_PASSWORD

	
管理ユーザーのパスワードを確認します(「ドメインの作成」オプション用)。


	
セキュリティ・アップデート


	
MYORACLESUPPORT_USERNAME

MYORACLESUPPORT_PASSWORD

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートを受信する場合は、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力します。


	
DECLINE_SECURITY_UPDATES

	
セキュリティ・アップデートを受信しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。デフォルトでは、このパラメータはfalseに設定されています。


	
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT

	
MYORACLESUPPORT_USERNAMEおよびMYORACLESUPPORT_PASSWORDに値を指定する場合は、このパラメータをtrueに設定する必要があります。


	
PROXY_HOST

PROXY_PORT

PROXY_USER

PROXY_PWD

	
環境でプロキシ・サーバーを使用する場合は、プロキシ・サーバーの情報を入力します。


	
COLLECTOR_SUPPORTHUB_URL

	
Oracle Configuration Manager RepeaterのURLです。書式は次のとおりです。


http://repeater_host:repeater_port


または


https://repeater_host:repeater_port


	
ポートの構成


	
AUTOMATIC_PORT_DETECT

STATICPORT INI FILE LOCATION

	
インストーラにポート番号を自動的に構成させる場合は、AUTOMATIC_PORT_DETECTIONをtrueに設定します。

ポート番号を手動で設定する場合は、AUTOMATIC_PORT_DETECTIONをfalseに設定し、手動ポート構成ファイル(staticports.iniなど)へのフルパスをSTATICPORT INI FILE LOCATIONパラメータに設定します。


	
アプリケーション・アイデンティティ・ストア


	
USE_OID

	
アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用するかどうかを指定します。使用する場合はこのパラメータをtrueに設定します(「アプリケーション・アイデンティティ・ストア」画面で「アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用」を選択するのと同じ)。


	
OID_HOST

OID_PORT

OID_USERNAME

OID_PASSWORD

	
アプリケーション・レベル・アイデンティティ・ストアを使用している場合は、Oracle Internet Directoryサーバーに接続の資格証明を指定します。

デフォルトのユーザー名は、cn=orcladminに設定されています。


	
OID_USE_SSL

	
Oracle Internet Directoryサーバーに対してSSL接続を構成する場合は、このパラメータをtrueに設定し、構成しない場合はfalseに設定します。


	
アクセス制御


	
USE_SSO

USE_OAM

	
Oracle Internet DirectoryとともにOracle Single Sign-On 10gまたはOracle Access Manager 11gを使用するかどうかを指定します。該当するパラメータにtrueを設定し、もう一方にfalseを設定します。

USE_OAM=trueに設定した場合は、OAM_HOST、OAM_PORT、OAM_USERNAMEおよびOAM_PASSWORDの各パラメータに値を指定する必要があります。


	
OAM_HOST

	
管理サーバーが稼働しているホスト名を入力します。


	
OAM_PORT

	
アプリケーション・サーバーのポート番号を入力します。


	
OAM_USERNAME

	
管理者ユーザー名を入力します。デフォルト名はweblogicです。


	
OAM_PASSWORD

	
管理者ユーザーのパスワードを入力します。


	
OAM_USE_SSL

	
Oracle Access Managerサーバーに対してセキュアな接続を構成する場合は、このパラメータをtrueに設定し、構成しない場合はfalseに設定します。


	
コンポーネントの構成


	
CONFIGURE_FORMS

CONFIGURE_FORMS_BUILDER

	
Oracle Formsを構成する場合は、CONFIGURE_FORMSをtrueに設定します。

Oracle Forms Builderを構成する場合は、CONFIGURE_FORMS_BUILDERをtrueに設定します。Oracle Forms Builderを構成することを選択した場合は、Oracle Forms BuilderはOracle Formsに依存するため、CONFIGURE_FORMSをtrueに設定する必要があります。


	
CONFIGURE_REPORTS

CONFIGURE_REPORTS_BUILDER

	
Oracle Reportsを構成する場合は、CONFIGURE_REPORTSをtrueに設定します。

Oracle Reports Builderを構成する場合は、CONFIGURE_REPORTS_BUILDERをtrueに設定します。Oracle Reports Builderを構成することを選択した場合は、Oracle Reports BuilderはOracle Reportsに依存するため、CONFIGURE_REPORTSをtrueに設定する必要があります。


	
CONFIGURE_OHS

	
Oracle HTTP Serverを構成する場合は、このパラメータをtrueに設定します。


	
ENTERPRISE_MANAGEMENT

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを構成する場合は、このパラメータをtrueに設定します。














C.2.2 Oracle Forms and Reportsのアンインストール・レスポンス・ファイルの使用

表C-5に、Oracle Forms and Reports用に提供されるインストール・レスポンス・ファイルのテンプレートをリストします。


表C-5 Oracle Forms and Reportsのアンインストール用のレスポンス・ファイル・テンプレート

	テンプレート	説明
	
deinstall_managed_instance.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用して、システムの管理対象インスタンスを削除します。これらの管理対象インスタンスは、Oracleホームを削除する前に削除する必要があります。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」で「Weblogicドメインにより管理されているASInstanceのアンインストール」オプションを選択します。

詳細は、C.2.2.1項「deinstall_managed_instances.rspファイルの使用」を参照してください。


	
deinstall_unmanaged_instance.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用して、システムの管理対象外のインスタンスを削除します。これらの管理対象外インスタンスは、Oracleホームを削除する前に削除する必要があります。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」で「管理対象外のASInstanceのアンインストール」オプションを選択します。

詳細は、C.2.2.2項「deinstall_unmanaged_instances.rspファイルの使用」を参照してください。


	
deinstall_oh.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用して、Oracleホームを削除します。Oracleホームを削除する前に、このOracleホームを使用する管理対象および管理対象外のすべてのインスタンスがすでに削除されていることを確認してください。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、アンインストーラを起動し、「アンインストール・タイプの選択」で「Oracleホームのアンインストール」オプションを選択します。

詳細は、C.2.2.3項「deinstall_oh.rspファイルの使用」を参照してください。








これらの既存のレスポンス・ファイルに加えて、アンインストーラGUIを実行し、「アンインストール・サマリー」(管理対象インスタンス)画面で「保存」をクリックすることで、独自のレスポンス・ファイルを作成できます。このレスポンス・ファイルの名前と作成場所を入力するように求められます。作成した後は、このファイルを使用して、他のシステムに同一のアンインストールを複製することも、必要に応じて変更することもできます。



C.2.2.1 deinstall_managed_instances.rspファイルの使用

表C-6に、deinstall_managed_instances.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。


表C-6 deinstall_managed_instances.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
アンインストール・タイプの選択


	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE

OH_HOME_DEINSTALL

DOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

UNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODEおよびDOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLパラメータにtrueを指定します。

OH_HOME_DEINSTALLおよびUNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLはどちらもfalseに設定してください。


	
Weblogicドメインの詳細の指定


	
DOMAIN_HOST_NAME

	
WebLogicドメインが存在するシステムの名前を指定します。


	
DOMAIN_PORT_NO

	
管理サーバーのポート番号を指定します。デフォルトのポート番号は7001です。


	
DOMAIN_USER_NAME

	
管理サーバーのユーザー名を指定します。


	
DOMAIN_USER_PASSWORD

	
ユーザーのパスワードを指定します。


	
管理対象インスタンスの選択


	
MANAGED_INSTANCE_LIST

	
削除する管理対象インスタンスのリストを、次の書式で指定します。

単一インスタンスの場合:


InstanceNameîLocationOfInstance


複数のインスタンスの場合は、各インスタンスをドル記号($)で区切ります。


InstanceName1îLocationOfInstance1$InstanceName2îLocationOfInstance2












C.2.2.2 deinstall_unmanaged_instances.rspファイルの使用

表C-7に、deinstall_unmanaged_instances.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。


表C-7 deinstall_unmanaged_instances.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
アンインストール・タイプの選択


	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE

OH_HOME_DEINSTALL

DOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

UNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODEおよびUNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLパラメータにtrueを指定します。

OH_HOME_DEINSTALLおよびDOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLはどちらもfalseに設定してください。


	
インスタンスの場所の指定


	
ASINSTANCE_LOCATION_TEXTFIELD

	
管理対象外インスタンスへのフルパスを指定します。












C.2.2.3 deinstall_oh.rspファイルの使用

表C-7に、deinstall_oh.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータを説明します。


表C-8 deinstall_oh.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
アンインストール・タイプの選択


	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE

OH_HOME_DEINSTALL

DOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

UNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALL

	
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODEおよびOH_HOME_DEINSTALLパラメータにtrueを指定します。

UNMANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLおよびDOMAIN_MANAGED_ASINSTANCE_DEINSTALLはどちらもfalseに設定してください。








アンインストールするOracleホームを指定するためのパラメータがないため、アンインストーラは起動したOracleホームのみを削除します。













D Oracle Internet DirectoryとOracle Access Managerとの統合

この付録では、インストール後に、Oracle Access Managerとともに使用する目的で、集中管理されたLDAPストアを有効にする方法について説明します。ここでは、Oracle Internet Directoryに重点を置いて説明します。ただし、選択したLDAPプロバイダによってタスクが異なることはありません。

Oracle Access Managerでは、アイデンティティ・ドメインとして各ユーザー移入とLDAPディレクトリ・ストアに対応しています。それぞれのアイデンティティ・ドメインは構成済のLDAPユーザー・アイデンティティ・ストアにマップされます。このストアはOracle Access Managerに登録されます。複数のLDAPストアは、異なるサポート対象LDAPプロバイダに依存するそれぞれとともに使用できます。

WebLogic Serverドメインの最初の構成時、組込みLDAPのみがOracle Access Managerのユーザー・アイデンティティ・ストアとして構成されます。組込みLDAP内では、weblogicがデフォルトの管理者としてあらかじめ設定された管理者グループが作成されます。

	
システム・ストアとして指定されたユーザー・アイデンティティ・ストアのみが、Oracle Access Managerコンソール、リモート登録、およびWLSTのカスタム管理コマンドを使用するためにサインインする管理者の認証に使用されます。


	
OAMに保護されたリソースにアクセスしようとするユーザーは、デフォルトのユーザー・アイデンティティ・ストアとして指定されたストアのみでなく、任意のストアに対して認証できます。


	
Oracle Security Token Serviceは、デフォルトのユーザー・アイデンティティ・ストアのみを使用します。トークン発行ポリシーにユーザーの制約を追加するとき、たとえば、ユーザーを選択するアイデンティティ・ストアはデフォルトのユーザー・アイデンティティ・ストアである必要があります。




ユーザー・アイデンティティ・ストアをAccess Managerに登録した後、管理者は1つ以上の認証モジュールでそのストアを参照できます。これらのモジュールは、Oracle Access Managerの認証スキームおよびポリシーの基盤となります。パートナを(Oracle Access Managerコンソールまたはリモート登録ツールを使用して)登録する場合、指定されたデフォルトの認証スキームを使用するポリシーを使用して、アプリケーション・ドメインを作成し、シードできます。ユーザーがOracle Access Managerによって保護されたリソースにアクセスすると、そのユーザーは、認証モジュールによって指定されたストアに対して認証されます。

次のトピックを取り扱います:

	
第D.1項「必要なコンポーネントのインストールと設定」


	
第D.2項「Oracle Access ManagerでのOracle Internet Directoryに対する認証の定義」


	
第D.3項「LDAPストアに依存するOracle Access Managerポリシーの管理」


	
第D.4項「認証とアクセスの検証」






D.1 必要なコンポーネントのインストールと設定

次の概要では、Oracle Internet Directory 11.1.1.5をOracle Access Manager 11.1.1.5と統合する際に必要な、様々なタスクについて説明します。




	
関連項目:

Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド










タスクの概要: Oracle Internet Directory 11.1.1.5とOracle Access Manager 11.1.1.5との統合

	
次のように、環境をこの統合用に準備します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のOracle Identity and Access Management (11.1.1.5.0)のインストールに関する項に従って、Oracle Internet Directory 11.1.1.5をインストールします。


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』の説明(Oracle Internet Directoryの構成に関する項も参照)に従って、Oracle Access Managerをインストールし、目的のLDAPディレクトリを使用して設定を行います。


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』の説明に従って、LDAPディレクトリ・スキーマをAccess Manager用に拡張し、LDAPディレクトリ内にユーザーとグループを作成します。





	
LDAPプロバイダ用の認証プロバイダを作成し、それらを使用するようにWebLogic Serverを構成することによって、Oracle Access Managerコンソールへのアクセス時に複数のログイン・ページが表示されないようにします。

Oracle Access Managerコンソールを通じて認証を行うか、WebLogic Server管理コンソールを通じて直接認証を行うかにかかわらず、次のように、すべての認証プロバイダがシングル・サインオンに対してSUFFICIENTに設定されていることを確認します。

	
「セキュリティ・レルム」→「myrealm」→「プロバイダ」をクリックします。


	
「新規」をクリックし、次に名前を入力して、タイプを選択します。次に例を示します。

名前: OID Authenticator

タイプ: OracleInternetDirectoryAuthenticator

OK


	
「認証プロバイダ」表で、新しく追加されたオーセンティケータをクリックします。


	
「設定」ページで「共通」タブをクリックし、「制御フラグ」をSUFFICIENTに設定して「保存」をクリックします。


	
「プロバイダ固有」タブをクリックした後、デプロイメントに合せて次の値を指定します。

ホスト: LDAPホスト。例: example

ポート: LDAPホストのリスニング・ポート。3060

プリンシパル: LDAP管理ユーザー。例: cn=*********

資格証明: LDAPの管理ユーザー・パスワード。********

ユーザー・ベースDN: LDAPユーザーと同じ検索ベース。

すべてのユーザーのフィルタ: たとえば、(&(uid=*)(objectclass=person))

ユーザー名属性: LDAPディレクトリのユーザー名のデフォルト属性として設定します。例: uid。

グループ・ベースDN: グループ検索ベース(ユーザー・ベースDNと同じ)。




	
注意:

デフォルト設定でも正常に機能するため、「すべてのグループのフィルタ」は設定しないでください。









「保存」。





	
次のようにDefaultIdentityAsserterを設定します。

	
「セキュリティ・レルム」→「myrealm」→「プロバイダ」から、「認証」→「DefaultIdentityAsserter」をクリックして構成ページを表示します。


	
「共通」タブをクリックし、「制御フラグ」をSUFFICIENTに設定します。


	
「保存」。





	
次のようにプロバイダを並べ替えます。

	
プロバイダがリストされた「サマリー」ページで、「並替え」ボタンをクリックします


	
「認証プロバイダの並替え」ページで、プロバイダ名を選択し、リストの横にある矢印を使用してプロバイダの並替えを行います。



WebLogicプロバイダ

IAMSuiteAgent

OracleInternetDirectoryAuthenticator

DefaultIdentityAsserter

	
「OK」をクリックして変更を保存します





	
変更をアクティブ化します。チェンジ・センターで「変更のアクティブ化」をクリックし、Oracle WebLogic Serverを再起動します。


	
第D.2項「Oracle Access ManagerでのOracle Internet Directoryに対する認証の定義」に進みます。









D.2 Oracle Access ManagerでのOracle Internet Directoryに対する認証の定義

次の手順では、登録されているユーザー・アイデンティティ・ストアを指すLDAP認証方式と、このLDAPモジュールをフォーム認証または基本認証に使用する認証スキームの設定方法について説明します。この例では、新しいLDAPストアがシステム・ストアとして指定されていることを前提に、OAMAdminConsoleSchemeを使用します。環境によっては異なることがあります。


前提条件

第D.1項「必要なコンポーネントのインストールと設定」

指定されたユーザー・アイデンティティ・ストアが、認証に必要なユーザー資格証明を含んでいることを確認します。


Access Managerでアイデンティティ・ストアを認証に使用するには:

	
"『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』のユーザー・アイデンティティ・ストアの管理に関する項の説明に従って、Oracle Access ManagerにOracle Internet Directoryを登録します。


	
認証モジュールとプラグインを定義します。「システム構成」タブの「Access Managerの設定」セクションから、「認証モジュール」ノードを展開します。

	
LDAPモジュール: LDAP認証モジュールを開き、ユーザー・アイデンティティ・ストアを選択して「適用」をクリックします。


	
カスタム認証モジュール: LDAPPluginステップ(stepUIのUserIdentificationPlugIn)で、KEY_IDENTITY_STORE_REFを指定して「適用」をクリックします。次に例を示します。



認証モジュール

カスタム認証モジュール

LDAPPlugin

「ステップ」タブ

stepUIのUserIdentificationPlugIn

この手順をstepUAのUserAuthenticationPlugInプラグインに対して繰り返し、ここで説明したように変更を適用します。







	
関連項目:

Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド










	
認証スキームのチャレンジ・メソッドを定義します。フォームまたは基本チャレンジ・メソッドでは、ユーザー・アイデンティティ・ストアを指すLDAP認証モジュールまたはプラグインへの参照が必要になります。次に例を示します。



Oracle Access Managerコンソール

「ポリシー構成」タブ

「共有コンポーネント」ノード

「認証スキーム」ノード

DesiredScheme (OAMAdminConsoleSchemeか、任意のフォームまたは基本スキーム)

	
認証モジュールによって、アイデンティティ・ストアを指すLDAPモジュールまたはプラグインが参照されていることを確認します。


	
「適用」をクリックして変更を送信します(または変更を適用しないでページを閉じます)。


	
確認ウィンドウを閉じます。







	
関連項目:

Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド










	
第D.3項「LDAPストアに依存するOracle Access Managerポリシーの管理」に進みます。









D.3 LDAPストアに依存するOracle Access Managerポリシーの管理

Oracle Access Managerポリシーは、特定のリソースを保護します。ポリシーとリソースは、アプリケーション・ドメイン内で編成されます。

この項では、ユーザー・アイデンティティ・ストアを指す認証スキームを使用するように認証ポリシーを構成する方法について説明します。


前提条件

第D.2項「Oracle Access ManagerでのOracle Internet Directoryに対する認証の定義」


LDAP認証を使用するアプリケーション・ドメインとポリシーを作成するには:

	
Oracle Access Managerコンソールから、次を開きます。



Oracle Access Managerコンソール

「ポリシー構成」タブ

「アプリケーション・ドメイン」ノード

	
目的のアプリケーション・ドメインを見つけて開きます(または「作成」(+)ボタンをクリックし、一意の名前を入力して保存します)。


	
リソースとポリシーを定義します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』の説明に従い、次の要素をアプリケーション・ドメインと環境に合せて定義(または編集)します。

	
リソース定義: リソースをポリシーに追加するには、アプリケーション・ドメイン内でそのリソースを定義する必要があります。「ポリシーで使用するリソース定義の追加および管理」を参照してください。


	
認証ポリシー: 「ポリシー」ページで、登録されているOracle Internet Directoryのユーザー・アイデンティティ・ストアを指すLDAPモジュールまたはプラグインを参照するスキームを選択します。環境に合せて特定のリソースを追加し、ポリシーを完成させます。「特定のリソースの認証ポリシーの定義」を参照してください。


	
認可ポリシー: 特定のリソースの認可ポリシーを作成または変更し、必要なレスポンスと制約を含めます。『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』の説明に従い、「特定のリソースの認可ポリシーの定義」を参照してください。


	
トークン発行ポリシー: トークン発行ポリシーのアイデンティティ条件の設定時に、特定のユーザー・アイデンティティ・ストアを選択します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』のOracle Access Managerを使用したトークン発行ポリシーと制約の管理に関する項を参照してください。





	
第D.4項「認証とアクセスの検証」に進みます。









D.4 認証とアクセスの検証

ここでの手順は、エージェント登録と認証および認可ポリシーを操作できることを確認するいくつかの方法を示しています。手順は、OAMエージェントおよびOSSOエージェント(mod_osso)でほとんど同じです。ただし、OSSOエージェントは認証ポリシーのみ使用し、認可ポリシーは使用しません。


認証およびアクセスを確認するには、次の手順を実行します。

	
Webブラウザを使用すると、登録されたエージェントで保護されたアプリケーションのURLを入力して、ログイン・ページが表示されていることを確認します(認証リダイレクトURLが適切に指定されたことが証明されます)。次に例を示します。


http://myWebserverHost.example.com:8100/resource1.html


	
ログイン・ページにリダイレクトしていることを確認します。


	
「サインイン」ページで、求められた場合に有効なユーザー名およびパスワードを入力し、「サインイン」をクリックします。


	
リソースにリダイレクトしていることを確認し、先に進みます。

	
成功: 正しく認証され、リソースへのアクセスが付与された場合、構成が正常に動作します。


	
失敗: ログイン中にエラーを受け取った場合またはリソースへのアクセスが拒否された場合、次の項目を確認します。

	
失敗した認証: 有効な資格証明を使用して再度サインインします。


	
URL...のアクセスの拒否: このリソースのアクセスにこのユーザーIDが認可されていません。


	
使用不能なリソース: リソースが使用できることを確認します。


	
不正なリダイレクトURL: Oracle Access ManagerコンソールのリダイレクトURLを確認します。


















E opatch lsinventory -detailコマンドの出力

この章では、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.1.0) Oracleホームからのopatch lsinventory -detailコマンドの実際の出力を紹介します。このコマンドとその出力をインストール後に使用すると、インストールされた製品とそのバージョン番号を確認できます。

次の2つの出力があります。

	
11gリリース2 (11.1.2.0.0)からアップグレードされた11gリリース2 (11.1.2.1) Oracleホームからの出力


	
新しい11gリリース2 (11.1.2.1) Oracleホームからの出力




コマンドの出力に、インストールされている製品とパッチの両方が含まれていることに注意してください。opatchコマンドの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsパッチ適用ガイド』のOPatchの実行に関する項を参照してください。



E.1 11gリリース2 (11.1.2.0.0)からアップグレードされた11gリリース2 (11.1.2.1) Oracleホームからの出力

次に、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.0.0)からアップグレードされたOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.1.0) Oracleホームからのopatch lsinventory -detailコマンドの出力を示します。


Oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.9.0
Copyright (c) 2011, Oracle Corporation.  All rights reserved.
 
 
Oracle Home       : /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1
Central Inventory : /home/oraInventory
   from           : /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/oraInst.loc
OPatch version    : 11.1.0.9.0
OUI version       : 11.1.0.9.0
OUI location      : /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/oui
Log file location : /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/opatch2012-11-01_22-33-17PM_1.log
 
Patch history file: /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/opatch_history.txt
 
 
OPatch detects the Middleware Home as "/home/Oracle/existRC1mid"
 
Lsinventory Output file location : /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/lsinv/lsinventory2012-11-01_22-33-17PM.txt
 
--------------------------------------------------------------------------------
Installed Top-level Products (1): 
 
Oracle Forms and Reports 11g                                         11.1.2.1.0
There are 1 products installed in this Oracle Home.
 
 
Installed Products (148): 
 
Agent Required Support Files                                         10.2.0.5.0
Application Server 11g Cloning Component                             11.1.2.1.0
Application Server 11g OHS T2P Component                             11.1.2.1.0
Assistant Common Files                                               11.1.0.7.0
Buildtools Common Files                                              11.1.0.7.0
Classic Application Server Common Components 11g                     11.1.2.1.0
Classic Application Server Developer 11g                             11.1.2.1.0
Classic Application Server Runtime 11g                               11.1.2.1.0
Cluster Verification Utility Common Files                            11.1.0.7.0
Database SQL Scripts                                                 11.1.0.7.0
Enterprise Manager Agent                                             10.2.0.5.6
Enterprise Manager Agent Core Files                                  11.1.1.6.0
Enterprise Manager Agent for AS                                      11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Integrator Plugin -- Agent Support11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Plugin -- Agent Support        11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Plugin -- Common Support       11.1.1.6.0
Enterprise Manager Common Core Files                                 11.1.1.6.0
Enterprise Manager Common Files                                      10.2.0.5.6
Enterprise Manager Minimal Integration                               11.1.0.7.0
Expat libraries                                                       2.0.1.0.1
HAS Common Files                                                     11.1.0.7.0
Installation Common Files                                            11.1.0.7.0
Installer SDK Component                                              11.1.0.9.0
LDAP Audit Framework                                                 11.1.1.6.0
LDAP Required Support Files                                          11.1.1.6.0
LDAP Required Support Instant Client Files                           11.1.1.6.0
LDAP Secure Sockets Layer Files                                      11.1.1.6.0
OLAP SQL Scripts                                                     11.1.0.7.0
Oracle  Application Development ModPLSQL                             11.1.1.1.0
Oracle Application AS oneoff Component                               11.1.2.1.0
Oracle Application Development Framework JRF                         11.1.1.6.0
Oracle Application Development OB.BRQRY                              11.1.2.1.0
Oracle Application Development SQLMGR                                11.1.2.1.0
Oracle Application Development ZRC                                   11.1.2.1.0
Oracle Application One Off patches Component                         11.1.2.1.0
Oracle Application Server Configuration                              11.1.2.1.0
Oracle Application Server Non J2EE Management Files                  11.1.1.6.0
Oracle Bali Resource Translation System                              11.1.1.3.0
Oracle Bali Share                                                    11.1.1.7.0
Oracle Call Interface (OCI)                                          11.1.0.7.0
Oracle Change IP Component                                           11.1.2.1.0
Oracle Clusterware High Availability API                             11.1.0.7.0
Oracle Clusterware RDBMS Files                                       11.1.0.7.0
Oracle Configuration Manager                                         10.3.5.0.1
Oracle Core Required Support Files                                   11.1.0.7.0
Oracle Database User Interface                                       2.2.13.0.0
Oracle Database Utilities                                            11.1.0.7.0
Oracle Directory Integration Platform Tools                          11.1.1.2.0
Oracle Display Fonts                                                 11.1.1.6.0
Oracle Distributed Authoring and Versioning                          11.1.1.6.0
Oracle DMSC (oracle.dmsc)                                            11.1.1.6.0
Oracle Extended Windowing Toolkit                                    11.1.1.7.0
Oracle Forms (developer.ca)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.d2docfrm)                                    11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.d2docfrm)                                    11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.de)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.dfc)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.buildapi)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.builder)                               11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.compiler)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.fsql)                                  11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.iastrans)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.idstrans)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.runtime)                               11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.mm)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.nn)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ros)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.tk)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.uat)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ucol)                                        11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ut)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.vgs)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms and Reports 11g                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms Common Install Handler                                  11.1.2.1.0
Oracle Forms Install Handler                                         11.1.2.1.0
Oracle Fusion Middleware Admin Config                                11.1.1.6.0
Oracle Globalization Support                                         11.1.0.7.0
Oracle Globalization Support                                         11.1.0.7.0
Oracle Help for Java                                                 11.1.1.6.0
Oracle Help For Java                                                  4.2.9.0.0
Oracle Help for the Web - Rich Client                                11.1.1.6.0
Oracle Help for the Web - UIX                                        11.1.1.6.0
Oracle Help for the Web Shared Library                               11.1.1.6.0
Oracle Help Share Library                                            11.1.1.6.0
Oracle HTTP Server 2.0                                               11.1.1.6.0
Oracle Ice Browser                                                   11.1.1.6.0
Oracle Identity Management Support Files                             11.1.1.6.0
Oracle Identity Mangement Unmanaged Component                        11.1.1.1.0
Oracle Internet Directory Client                                     11.1.1.1.0
Oracle Java Client                                                   11.1.0.7.0
Oracle JDBC/OCI Instant Client                                       11.1.0.7.0
Oracle JDBC/THIN Interfaces                                          11.1.0.7.0
Oracle JFC Extended Windowing Toolkit                                11.1.1.6.0
Oracle LDAP administration                                           11.1.1.1.0
Oracle Locale Builder                                                11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Annotator                                          11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Client Option                                      11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Java Advanced Imaging                              11.1.0.7.0
Oracle Net                                                           11.1.0.7.0
Oracle Net Required Support Files                                    11.1.0.7.0
Oracle OAM RREGKIT Component 11R2                                    11.1.2.0.0
Oracle One-Off Patch Installer                                       11.1.0.9.0
Oracle Process Management Node (oracle.opmn)                         11.1.1.6.0
Oracle RAC Required Support Files-HAS                                11.1.0.7.0
Oracle Recovery Manager                                              11.1.0.7.0
Oracle Remote Diagnostic Agent                                       11.1.1.6.0
Oracle Reports (Core)                                                11.1.2.1.0
Oracle Reports Builder                                               11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Builder Component                       11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Common Component                        11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Server Component                        11.1.2.1.0
Oracle Reports Install Handler                                       11.1.2.1.0
Oracle Reports Runtime                                               11.1.2.1.0
Oracle SQL Developer                                                 11.1.0.7.0
Oracle SQLJ                                                          11.1.0.7.0
Oracle Universal Installer                                           11.1.0.9.0
Oracle Upgrade Assistant                                             11.1.2.1.0
Oracle Wallet Manager                                                11.1.1.6.0
Oracle WebCenter Portal: Page Editor                                 11.1.1.6.0
Oracle Webcenter Portal: Portlet Server Minimal                      11.1.1.6.0
Oracle Webcenter Portal: Skin                                        11.1.1.6.0
Oracle WebLogic Plugins                                              11.1.1.6.0
Oracle XML Development Kit                                           11.1.0.7.0
Oracle XML Query                                                     11.1.0.7.0
OracleAS Documentation                                               11.1.2.1.0
OracleAS J2EE JRF                                                    11.1.1.6.0
OracleAS Welcome Pages                                               11.1.2.1.0
Parser Generator Required Support Files                              11.1.0.7.0
Patch of Oracle Internet Directory Client                            11.1.1.2.0
Patch of Oracle LDAP administration                                  11.1.1.2.0
Perl Interpreter                                                     5.10.0.0.1
Perl Modules                                                         5.10.0.0.1
PL/SQL                                                               11.1.0.7.0
PL/SQL Embedded Gateway                                              11.1.0.7.0
Platform Required Support Files                                      11.1.0.7.0
Precompiler Common Files                                             11.1.0.7.0
Precompiler Required Support Files                                   11.1.0.7.0
RDBMS Required Support Files                                         11.1.0.7.0
RDBMS Required Support Files for Instant Client                      11.1.0.7.0
Required Support Files                                               11.1.0.7.0
Secure Socket Layer                                                  11.1.0.7.0
SQL*Plus                                                             11.1.0.7.0
SQL*Plus Files for Instant Client                                    11.1.0.7.0
SQL*Plus Required Support Files                                      11.1.0.7.0
SQLJ Runtime                                                         11.1.0.7.0
Sun JDK                                                             1.6.0.29.11
XDK Required Support Files                                           11.1.0.7.0
XML Parser for Java                                                  11.1.0.7.0
There are 148 products installed in this Oracle Home.
 
 
Interim patches (11) :
 
Patch  9868734      : applied on Fri Oct 19 07:12:02 PDT 2012
Unique Patch ID:  13160997
   Created on 9 Jun 2011, 11:21:29 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     9868734
   Files Touched:
     ins_precomp.mk --> ORACLE_HOME/precomp/lib/proc
     ins_rdbms.mk --> ORACLE_HOME/rdbms/lib/irman
     /pl.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11.a
     /pci.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11.a
     /pl_pic.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11_pic.a
     /pci_pic.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11_pic.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/9868734
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/9868734_Jun_9_2011_11_21_29
 
Patch  10407723     : applied on Fri Oct 19 07:11:49 PDT 2012
Unique Patch ID:  13260027
   Created on 26 Jan 2011, 05:48:11 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     10407723
   Files Touched:
     /kgl.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/10407723
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/10407723_Jan_26_2011_05_48_11
 
Patch  7707476      : applied on Fri Oct 19 07:11:38 PDT 2012
   Created on 10 Feb 2009, 19:13:18 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7707476, 7360273, 7284982
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7707476
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7707476_Feb_10_2009_19_13_18
 
Patch  7572595      : applied on Fri Oct 19 07:11:14 PDT 2012
   Created on 15 Jan 2009, 02:37:01 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7572595
   Files Touched:
     /upicpr.o --> ORACLE_HOME/lib/libclient11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7572595
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7572595_Jan_15_2009_02_37_01
 
Patch  6750400      : applied on Fri Oct 19 07:11:03 PDT 2012
   Created on 3 Nov 2008, 22:33:54 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6750400
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6750400
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6750400_Nov_3_2008_22_33_54
 
Patch  9965029      : applied on Fri Oct 19 07:10:51 PDT 2012
Unique Patch ID:  13123563
   Created on 17 Nov 2010, 07:57:51 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     9965029
   Files Touched:
     /kgi.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     /kgl2.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     /kgl4.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/9965029
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/9965029_Nov_17_2010_07_57_51
 
Patch  7663342      : applied on Fri Oct 19 07:10:33 PDT 2012
   Created on 15 Jan 2009, 00:17:30 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7663342
   Files Touched:
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$BinXMLLocator.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$DecodeElem.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$DecodeStream.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$ElemStack.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$MarkInfo.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$PrefixInfo.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$Locator.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorArray.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorArraySchema.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorSchema.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7663342
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7663342_Jan_15_2009_00_17_30
 
Patch  7427144      : applied on Fri Oct 19 07:10:27 PDT 2012
   Created on 29 Oct 2008, 00:14:14 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7427144
   Files Touched:
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter$1.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter$DataTypeItem.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7427144
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7427144_Oct_29_2008_00_14_14
 
Patch  7393921      : applied on Fri Oct 19 07:10:20 PDT 2012
   Created on 17 Oct 2008, 03:32:19 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7393921
   Files Touched:
     /oracle/xml/xpath/XSLExprBase.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7393921
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7393921_Oct_17_2008_03_32_19
 
Patch  6845838      : applied on Fri Oct 19 07:10:13 PDT 2012
   Created on 3 Nov 2008, 22:00:04 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6845838
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6845838
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6845838_Nov_3_2008_22_00_04
 
Patch  6599470      : applied on Fri Oct 19 07:09:18 PDT 2012
   Created on 21 Jan 2009, 01:50:17 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6599470
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/driver/UpdatableResultSet.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/UpdatableResultSet.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6599470
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/existRC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6599470_Jan_21_2009_01_50_17
 
 
 
--------------------------------------------------------------------------------
 
OPatch succeeded.






E.2 新しい11gリリース2 (11.1.2.1) Oracleホームからの出力

次に、新しくインストールされた(以前のリリースからのアップグレードではありません)Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2.1.0) Oracleホームからのopatch lsinventory -detailコマンドの出力を示します。


Oracle Interim Patch Installer version 11.1.0.9.0
Copyright (c) 2011, Oracle Corporation.  All rights reserved.
 
 
Oracle Home       : /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1
Central Inventory : /home/oraInventory
   from           : /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/oraInst.loc
OPatch version    : 11.1.0.9.0
OUI version       : 11.1.0.9.0
OUI location      : /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/oui
Log file location : /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/opatch2012-11-01_22-29-30PM_1.log
 
Patch history file: /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/opatch_history.txt
 
 
OPatch detects the Middleware Home as "/home/Oracle/R2RC1mid"
 
Lsinventory Output file location : /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/cfgtoollogs/opatch/lsinv/lsinventory2012-11-01_22-29-30PM.txt
 
--------------------------------------------------------------------------------
Installed Top-level Products (1): 
 
Oracle Forms and Reports 11g                                         11.1.2.1.0
There are 1 products installed in this Oracle Home.
 
 
Installed Products (146): 
 
Agent Required Support Files                                         10.2.0.5.0
Application Server 11g Cloning Component                             11.1.2.1.0
Application Server 11g OHS T2P Component                             11.1.2.1.0
Assistant Common Files                                               11.1.0.7.0
Buildtools Common Files                                              11.1.0.7.0
Classic Application Server Common Components 11g                     11.1.2.1.0
Classic Application Server Developer 11g                             11.1.2.1.0
Classic Application Server Runtime 11g                               11.1.2.1.0
Cluster Verification Utility Common Files                            11.1.0.7.0
Database SQL Scripts                                                 11.1.0.7.0
Enterprise Manager Agent                                             10.2.0.5.6
Enterprise Manager Agent Core Files                                  11.1.1.6.0
Enterprise Manager Agent for AS                                      11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Integrator Plugin -- Agent Support11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Plugin -- Agent Support        11.1.1.6.0
Enterprise Manager Application Server Plugin -- Common Support       11.1.1.6.0
Enterprise Manager Common Core Files                                 11.1.1.6.0
Enterprise Manager Common Files                                      10.2.0.5.6
Enterprise Manager Minimal Integration                               11.1.0.7.0
Expat libraries                                                       2.0.1.0.1
HAS Common Files                                                     11.1.0.7.0
Installation Common Files                                            11.1.0.7.0
Installer SDK Component                                              11.1.0.9.0
LDAP Audit Framework                                                 11.1.1.6.0
LDAP Required Support Files                                          11.1.1.6.0
LDAP Required Support Instant Client Files                           11.1.1.6.0
LDAP Secure Sockets Layer Files                                      11.1.1.6.0
OLAP SQL Scripts                                                     11.1.0.7.0
Oracle  Application Development ModPLSQL                             11.1.1.1.0
Oracle Application AS oneoff Component                               11.1.2.1.0
Oracle Application Development Framework JRF                         11.1.1.6.0
Oracle Application Development OB.BRQRY                              11.1.2.1.0
Oracle Application Development SQLMGR                                11.1.2.1.0
Oracle Application Development ZRC                                   11.1.2.1.0
Oracle Application One Off patches Component                         11.1.2.1.0
Oracle Application Server Configuration                              11.1.2.1.0
Oracle Application Server Non J2EE Management Files                  11.1.1.6.0
Oracle Bali Resource Translation System                              11.1.1.3.0
Oracle Bali Share                                                    11.1.1.7.0
Oracle Call Interface (OCI)                                          11.1.0.7.0
Oracle Change IP Component                                           11.1.2.1.0
Oracle Clusterware High Availability API                             11.1.0.7.0
Oracle Clusterware RDBMS Files                                       11.1.0.7.0
Oracle Configuration Manager                                         10.3.5.0.1
Oracle Core Required Support Files                                   11.1.0.7.0
Oracle Database User Interface                                       2.2.13.0.0
Oracle Database Utilities                                            11.1.0.7.0
Oracle Directory Integration Platform Tools                          11.1.1.2.0
Oracle Display Fonts                                                 11.1.1.6.0
Oracle Distributed Authoring and Versioning                          11.1.1.6.0
Oracle DMSC (oracle.dmsc)                                            11.1.1.6.0
Oracle Extended Windowing Toolkit                                    11.1.1.7.0
Oracle Forms (developer.ca)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.d2docfrm)                                    11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.d2docfrm)                                    11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.de)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.dfc)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.buildapi)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.builder)                               11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.compiler)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.fsql)                                  11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.iastrans)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.idstrans)                              11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.forms.runtime)                               11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.mm)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.nn)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ros)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.tk)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.uat)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ucol)                                        11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.ut)                                          11.1.2.1.0
Oracle Forms (developer.vgs)                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms and Reports 11g                                         11.1.2.1.0
Oracle Forms Common Install Handler                                  11.1.2.1.0
Oracle Forms Install Handler                                         11.1.2.1.0
Oracle Fusion Middleware Admin Config                                11.1.1.6.0
Oracle Globalization Support                                         11.1.0.7.0
Oracle Globalization Support                                         11.1.0.7.0
Oracle Help for Java                                                 11.1.1.6.0
Oracle Help For Java                                                  4.2.9.0.0
Oracle Help for the Web - Rich Client                                11.1.1.6.0
Oracle Help for the Web - UIX                                        11.1.1.6.0
Oracle Help for the Web Shared Library                               11.1.1.6.0
Oracle Help Share Library                                            11.1.1.6.0
Oracle HTTP Server 2.0                                               11.1.1.6.0
Oracle Ice Browser                                                   11.1.1.6.0
Oracle Identity Management Support Files                             11.1.1.6.0
Oracle Identity Mangement Unmanaged Component                        11.1.1.1.0
Oracle Internet Directory Client                                     11.1.1.1.0
Oracle Java Client                                                   11.1.0.7.0
Oracle JDBC/OCI Instant Client                                       11.1.0.7.0
Oracle JDBC/THIN Interfaces                                          11.1.0.7.0
Oracle JFC Extended Windowing Toolkit                                11.1.1.6.0
Oracle LDAP administration                                           11.1.1.1.0
Oracle Locale Builder                                                11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Annotator                                          11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Client Option                                      11.1.0.7.0
Oracle Multimedia Java Advanced Imaging                              11.1.0.7.0
Oracle Net                                                           11.1.0.7.0
Oracle Net Required Support Files                                    11.1.0.7.0
Oracle OAM RREGKIT Component 11R2                                    11.1.2.0.0
Oracle One-Off Patch Installer                                       11.1.0.9.0
Oracle Process Management Node (oracle.opmn)                         11.1.1.6.0
Oracle RAC Required Support Files-HAS                                11.1.0.7.0
Oracle Recovery Manager                                              11.1.0.7.0
Oracle Remote Diagnostic Agent                                       11.1.1.6.0
Oracle Reports (Core)                                                11.1.2.1.0
Oracle Reports Builder                                               11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Builder Component                       11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Common Component                        11.1.2.1.0
Oracle Reports Documentation Server Component                        11.1.2.1.0
Oracle Reports Install Handler                                       11.1.2.1.0
Oracle Reports Runtime                                               11.1.2.1.0
Oracle SQL Developer                                                 11.1.0.7.0
Oracle SQLJ                                                          11.1.0.7.0
Oracle Universal Installer                                           11.1.0.9.0
Oracle Upgrade Assistant                                             11.1.2.1.0
Oracle Wallet Manager                                                11.1.1.6.0
Oracle WebCenter Portal: Page Editor                                 11.1.1.6.0
Oracle Webcenter Portal: Portlet Server Minimal                      11.1.1.6.0
Oracle Webcenter Portal: Skin                                        11.1.1.6.0
Oracle WebLogic Plugins                                              11.1.1.6.0
Oracle XML Development Kit                                           11.1.0.7.0
Oracle XML Query                                                     11.1.0.7.0
OracleAS Documentation                                               11.1.2.1.0
OracleAS J2EE JRF                                                    11.1.1.6.0
OracleAS Welcome Pages                                               11.1.2.1.0
Parser Generator Required Support Files                              11.1.0.7.0
Perl Interpreter                                                     5.10.0.0.1
Perl Modules                                                         5.10.0.0.1
PL/SQL                                                               11.1.0.7.0
PL/SQL Embedded Gateway                                              11.1.0.7.0
Platform Required Support Files                                      11.1.0.7.0
Precompiler Common Files                                             11.1.0.7.0
Precompiler Required Support Files                                   11.1.0.7.0
RDBMS Required Support Files                                         11.1.0.7.0
RDBMS Required Support Files for Instant Client                      11.1.0.7.0
Required Support Files                                               11.1.0.7.0
Secure Socket Layer                                                  11.1.0.7.0
SQL*Plus                                                             11.1.0.7.0
SQL*Plus Files for Instant Client                                    11.1.0.7.0
SQL*Plus Required Support Files                                      11.1.0.7.0
SQLJ Runtime                                                         11.1.0.7.0
Sun JDK                                                             1.6.0.29.11
XDK Required Support Files                                           11.1.0.7.0
XML Parser for Java                                                  11.1.0.7.0
There are 146 products installed in this Oracle Home.
 
 
Interim patches (11) :
 
Patch  9868734      : applied on Fri Oct 19 05:26:36 PDT 2012
Unique Patch ID:  13160997
   Created on 9 Jun 2011, 11:21:29 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     9868734
   Files Touched:
     ins_precomp.mk --> ORACLE_HOME/precomp/lib/proc
     ins_rdbms.mk --> ORACLE_HOME/rdbms/lib/irman
     /pl.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11.a
     /pci.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11.a
     /pl_pic.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11_pic.a
     /pci_pic.o --> ORACLE_HOME/lib/libpls11_pic.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/9868734
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/9868734_Jun_9_2011_11_21_29
 
Patch  10407723     : applied on Fri Oct 19 05:26:18 PDT 2012
Unique Patch ID:  13260027
   Created on 26 Jan 2011, 05:48:11 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     10407723
   Files Touched:
     /kgl.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/10407723
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/10407723_Jan_26_2011_05_48_11
 
Patch  7707476      : applied on Fri Oct 19 05:26:00 PDT 2012
   Created on 10 Feb 2009, 19:13:18 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7707476, 7360273, 7284982
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/OracleXAResource$XidListEntry.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/xa/client/OracleXAResource.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7707476
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7707476_Feb_10_2009_19_13_18
 
Patch  7572595      : applied on Fri Oct 19 05:25:34 PDT 2012
   Created on 15 Jan 2009, 02:37:01 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7572595
   Files Touched:
     /upicpr.o --> ORACLE_HOME/lib/libclient11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7572595
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7572595_Jan_15_2009_02_37_01
 
Patch  6750400      : applied on Fri Oct 19 05:25:16 PDT 2012
   Created on 3 Nov 2008, 22:33:54 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6750400
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OracleStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/driver/OraclePreparedStatement$PushedBatch.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6750400
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6750400_Nov_3_2008_22_33_54
 
Patch  9965029      : applied on Fri Oct 19 05:24:56 PDT 2012
Unique Patch ID:  13123563
   Created on 17 Nov 2010, 07:57:51 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     9965029
   Files Touched:
     /kgi.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     /kgl2.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     /kgl4.o --> ORACLE_HOME/lib/libgeneric11.a
     ins_net_client.mk --> ORACLE_HOME/network/lib/client_sharedlib
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/9965029
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/9965029_Nov_17_2010_07_57_51
 
Patch  7663342      : applied on Fri Oct 19 05:24:33 PDT 2012
   Created on 15 Jan 2009, 00:17:30 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7663342
   Files Touched:
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$BinXMLLocator.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$DecodeElem.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$DecodeStream.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$ElemStack.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$MarkInfo.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader$PrefixInfo.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLDecodeReader.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$Locator.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorArray.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorArraySchema.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader$LocatorSchema.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
     /oracle/xml/binxml/BinXMLInfosetReader.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7663342
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7663342_Jan_15_2009_00_17_30
 
Patch  7427144      : applied on Fri Oct 19 05:24:20 PDT 2012
   Created on 29 Oct 2008, 00:14:14 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7427144
   Files Touched:
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter$1.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
     /oracle/xml/jaxb/JaxbDatatypeConverter$DataTypeItem.class --> ORACLE_HOME/lib/xml.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7427144
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7427144_Oct_29_2008_00_14_14
 
Patch  7393921      : applied on Fri Oct 19 05:24:07 PDT 2012
   Created on 17 Oct 2008, 03:32:19 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     7393921
   Files Touched:
     /oracle/xml/xpath/XSLExprBase.class --> ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/7393921
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/7393921_Oct_17_2008_03_32_19
 
Patch  6845838      : applied on Fri Oct 19 05:23:53 PDT 2012
   Created on 3 Nov 2008, 22:00:04 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6845838
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc5dms_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6_g.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
     /oracle/jdbc/oracore/OracleTypeOPAQUE.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms_g.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6845838
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6845838_Nov_3_2008_22_00_04
 
Patch  6599470      : applied on Fri Oct 19 05:23:06 PDT 2012
   Created on 21 Jan 2009, 01:50:17 hrs PST8PDT
   Bugs fixed:
     6599470
   Files Touched:
     /oracle/jdbc/driver/UpdatableResultSet.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
     /oracle/jdbc/driver/UpdatableResultSet.class --> ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6dms.jar
   Patch Location in Inventory:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/inventory/oneoffs/6599470
   Patch Location in Storage area:
     /home/Oracle/R2RC1mid/Oracle_FRHome1/.patch_storage/6599470_Jan_21_2009_01_50_17
 
 
 
--------------------------------------------------------------------------------
 
OPatch succeeded.









F トラブルシューティング

この付録では、Oracle Forms and Reportsのインストールにおける一般的な問題の解決方法を説明します。この章の内容は、次のとおりです。

	
F.1項「一般的なトラブルシューティングのヒント」


	
F.2項「インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイル」


	
F.3項「Oracle Reports用の環境変数の長さの確認(Windowsのみ)」


	
第F.4項「問題が解決しなかった場合」






F.1 一般的なトラブルシューティングのヒント

インストール中にエラーが発生した場合は、次のことを行ってください。

	
Oracle Fusion Middlewareのリリース・ノートで最新情報を確認します。最新版のリリース・ノートは、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middlewareのドキュメント・ページから入手できます。

ご使用の製品リリースに対応したドキュメント・ライブラリを選択して、リリース・ノートを参照します。


	
コンピュータが、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントで指定されている要件を満たしていることを確認します。

ご使用のリリースに該当するドキュメントを選択します。


	
いずれかのインストール画面で間違った情報を入力した場合は、「戻る」をクリックするか、画面左側のナビゲーション・ペインを使用してその画面まで戻ります。


	
インストーラでファイルのコピーまたはリンクが行われているときにエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。


	
エラーをメモしてインストール・ログ・ファイルを確認します。


	
第4章「Oracle Forms and Reportsのアンインストール」の手順に従って、失敗したインストールを削除します。


	
エラーの原因となった問題を修正します。


	
インストールを再開します。












F.2 インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイル

この項には、Oracle Forms and Reportsインストーラおよび構成ツールの実行時に作成されるログ・ファイルの情報が含まれます。ログ・ファイルには、インストールや構成に関する問題のトラブルシューティングに役立つ情報が記載されています。



F.2.1 インストール・ログ・ファイル

インストーラによって、Oracle_Inventory_Location/logディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが書き込まれます。UNIXオペレーティング・システムでは、Oracle Inventoryディレクトリの場所が不明な場合は、次のディレクトリ(デフォルトの場所)に格納されているoraInst.locファイルでその場所を検索できます。

	
Linuxの場合: /etc/oraInst.loc


	
HP-UXおよびSolarisの場合: /var/opt/oracle/oraInst.loc




Windowsオペレーティング・システムの場合、インベントリ・ディレクトリの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。64ビットWindowsマシン上で32ビット・インストーラを使用している場合は、インベントリ・ディレクトリはC:\Program Files (x86)\Oracle\Inventory\logsです。

次のインストール・ログ・ファイルは、ログ・ディレクトリに書き込まれます。

	
installdate-time-stamp.log

これはメインのログ・ファイルです。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームやエラー・ストリームが記載されます。


	
installActionsdate-time-stamp.log

このファイルは、インストーラGUIによって内部情報の追跡に使用されます。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、インストールおよび構成を完了するまでにかかった時間やメモリーおよびCPUの詳細事項など、全体的な統計が記載されます。


	
oraInstalldate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが記載されます。




-printtimeパラメータを使用してインストーラを起動すると、同じディレクトリに、timeTakendate-time-stamp.logファイルとtimedate-time-stamp.logファイルが作成されます。

	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルには、画面間の移動にかかる時間に関する情報が含まれます(GUIインストールにのみ該当)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルには、コピー・セッションの時間に関する情報が記載されます。




-printmemoryパラメータを使用してインストーラを起動すると、memorydate-time-stamp.logファイルが作成されます。このファイルには、コピー・セッションのメモリー使用量に関する情報が記載されます。






F.2.2 構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、次に示すように、-logオプションを付けて構成ツールを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


% ./config.sh -log=log_filename


Windowsオペレーティング・システムの場合:


G:\ config.cmd -log=log_filename





log_filename を絶対パスで指定すると、ログ・ファイルはその場所に作成されます。パスを指定しないでファイル名のみを指定した場合、ログ・ファイルはORACLE_HOME/common/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはORACLE_HOME\common\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に作成されます。








F.3 Oracle Reports用の環境変数の長さの確認(Windowsのみ)

startManagedWebLogic.cmdによって使用される環境変数(PATHやCLASSPATHなど)の文字数が規定よりも長い場合、管理対象サーバーを起動するとOracle Reportsでエラーが発生します。

この問題を回避するには、9文字以上のすべてのディレクトリ名を8文字以下のWindows形式に変換してください。たとえば、C:\Oracle11g\Middlewareというパスを使用する環境変数を定義する場合は、このパスをC:\Oracle~1\Middle~1に変換できます。

また、現行の場所より短いディレクトリ・パスの場所にOracle WebLogic Serverを再インストールすることもできます。

Windowsシステムでの環境変数の文字数制限については、MicrosoftサポートWebサイトの記事830473(http://support.microsoft.com/kb/830473)を参照するか、またはオペレーティング・システムのマニュアルを参照してください。






F.4 詳細情報

この付録で問題が解決されない場合は、My Oracle Support (以前のOracleMetaLink)で解決方法を検索してください。


https://support.oracle.com/


問題の解決方法が見つからない場合は、サービス・リクエストをオープンしてください。
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